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【開催日】 平成３０年３月１９日 

【開催場所】 第２委員会室 

【開会・散会時間】 午前９時～午後４時２４分 

【出席委員】 

分 科 会 長 吉 永 美 子 副分科会長 山 田 伸 幸 

委 員 大 井 淳一朗 委 員 杉 本 保 喜 

委 員 恒 松 恵 子 委 員 松 尾 数 則 

委 員 矢 田 松 夫   

【分科会外出席議員等】 

議   長 小 野   泰   

【執行部出席者】 

副市長 古 川 博 三 市民生活部長 城 戸 信 之 

市民生活部次長兼環境課長 深 井   篤 市民生活課長 石 田 恵 子 

市民生活課課長補佐兼人権・男女共同参画室長 山 本 満 康 市民生活課人権・男女共同参画室主任 三 浦 泰 平 

市民課長 長 井 由美子 環境課課長補佐 湯 淺   隆 

環境課主査兼生活衛生係長 岩 壁 裕 樹 環境課環境保全係長 縄 田   誠 

環境調査センター所長 山 下 貢 治 環境調査センター主任 光 永 晴 美 

環境事業課長 川 上 公志郎 環境事業課主幹 木 村 清次郎 

環境衛生センター主任 松 尾 勝 義 小野田浄化センター主任 磯 部 修 一 

健康福祉部長 岩 本 良 治 健康福祉部次長兼障害福祉課長 兼 本 裕 子 

高齢福祉課長 吉 岡 忠 司 高齢福祉課主幹 塚 本 晃 子 

高齢福祉課技監 尾 山 貴 子 高齢福祉課課長補佐 河 上 雄 治 

高齢福祉課主査 石 井 尚 子 高齢福祉課高齢福祉係長 古 谷 雅 俊 

障害福祉課課長補佐 岡 村 敦 子 障害福祉課障害福祉係長 大 坪 政 通 

障害福祉課障害支援係長 山 本 真由実 社会福祉課長 渡 部 勝 也 

社会福祉課課長補佐 池 田 康 雄 社会福祉課主査兼生活保護係長 坂 根 良太郎 

社会福祉課地域福祉係長 桑 原   睦 こども福祉課長 川 﨑 浩 美 

こども福祉課課長補佐 大 濵 史 久 こども福祉課主査兼子育て支援係長  別 府 隆 行 

こども福祉課保育係長 野 田 記 代 国保年金課長 桶 谷 一 博 

国保年金課主幹 安 重 賢 治 健康増進課長 岩 佐 清 彦 

健康増進課技監 河 野 靜 恵 健康増進課母子保健係長 大 海 弘 美 

健康増進課成人保健係長 岡 手 優 子   

【事務局出席者】 

事 務 局 長 中 村    聡 議 事 係 書 記 原 川 寛 子 
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【付議事項】 

１ 議案第１６号 平成３０年度山陽小野田市一般会計予算について（民生

福祉分科会所管部分） 

 

午前９時 開会 

 

吉永美子分科会長 一般会計予算決算常任委員会民生福祉分科会を開会します。

審査に入る前に市民課から報告があります。 

 

長井市民課長 １４日の分科会で山田副委員長からマイナンバー業務を委託し

ている業者との契約の中で、情報の保護についてはどのようになってい

るのかとの質問がありましたので、それについてお答えします。マイナ

ンバー業務を委託している業者は地方公共団体情報システム機構です。

関係省令でマイナンバー業務に関する事務を委任できると定められてお

り、本市もその機構に業務を委任していますが、契約書の中ではなく、

マイナンバー法で特定個人情報の提供をしてはならないと定められてい

ます。また、事務従事者に対しても業務に関して知り得た事務に関する

秘密を漏らし、または盗用してはならないとも定められています。これ

以外にも関係法令で情報の保護については厳しく制限されており、安全

に運用するように地方公共団体や機構には求められています。これらを

受けて機構では情報セキュリティについて、地方公共団体情報システム

機構情報セキュリティ基本指針を独自に定め、情報資産に対する安全対

策を講じています。 

 

吉永美子分科会長 それでは審査に入ります。議案第１６号平成３０年度山陽

小野田市一般会計予算について、審査日程表のとおり順番に行います。

審査番号１番、４款衛生費で審査事業２７番から審査に入ります。執行

部の説明をお願いします。 

 

岩佐健康増進課長 それでは、審査番号２７番、二次救急医療体制の充実につ

いて説明します。資料１１１ページです。救急医療は、比較的軽症な方

を対象とした一次救急、緊急な治療や入院を必要とする重症患者を対象

とした二次救急及び一次救急や二次救急では対応できない重症・重篤な

救急患者を対象とした三次救急の三段階に分かれています。宇部･山陽小
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野田･美祢地域の広域医療圏内にある救急医療機関、市内であれば市民病

院、山口労災病院、宇部市であれば宇部興産中央病院や宇部協立病院等、

美祢市であれば美祢市立病院の九つの救急医療機関において当番制で救

急患者の受入れ・診療を行う病院群輪番制という方法で３６５日、二次

救急医療に対応しています。平成２７年度より救急車の同時搬送の依頼

があった場合の対応や病床の確保を支援する輪番病院へのサポート病院

も設けています。平成３０年度よりこの九つの病院に加え小野田赤十字

病院、宇部西リハビリテーション病院及び厚南セントヒル病院がサポー

ト病院として参加してくださることとなりました。この病院群輪番制に

掛かる必要経費については、山陽小野田市、宇部市及び美祢市の３市が

それぞれ人口に応じて負担を行っています。 

 

吉永美子分科会長 それでは、質疑を受けます。 

 

大井淳一朗委員 協力医療機関での二次救急医療稼働日数ということで稼働日

数は形式的には稼動されていると思うんですけど、実質的に考えた場合

に、これはずっと言われていることなんですが、救急搬送が病院に行か

ない、例えば受入病院が内科系しかいないときは、外科系は受け入れら

れない。逆は逆ということで、そういった問題がずっとあるんですが、

この課題について、今どのように取り組んでいるのかについてお答えく

ださい。 

 

岩佐健康増進課長 九つの輪番病院では内科系、外科系双方の医者を常駐させ

るということで配置しているのが輪番制です。ただし、患者が重なった

場合には受けられないことがありますので、そのサポートをするための

病院として、３０年度は三つの病院を加えて、できる限り少ない問合せ

で対応できるような体制とするため、輪番制で対処しているところです。 

 

大井淳一朗委員 定期的に地域医療に関する協議会も開かれているわけですが、

実際に固有名詞を挙げてはあれなんですが、宇部市の端のほうの病院に

山陽小野田市の救急があった場合ということを結構耳にするんですよね。

市民病院が特に堂々と内科系しかいないときは外科系は受け入れられな

いとか、無責任なことはできないという、ある意味開き直ったコメント

も前あったわけですが、それではいけない。これは非常に難しい問題な

んですけど、こういった課題に真摯に取り組んでいかなくてはいけない
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と思うんです。もうちょっと市長部局のほうが、市民病院だけの問題で

はないんですけど、もっと積極的に働き掛けていかなくてはいけないと

思うんですけど、いかがでしょうか。 

 

岩佐健康増進課長 輪番に当たる際には、必ず内科系、外科系を両方とも配置

してもらうようにはなっているところです。広域の会議が年３回開催さ

れています。その中でも九つの病院、また両医師会、あと消防局も入り、

いかに早く回せるかについて協議していますので、その体制で進めてい

きたいと思っています。 

 

大井淳一朗委員 広域での協議会、今言われたことと重複すると思いますが、

主にどういった課題が、現在、大きな課題として取り上げられているん

ですか。 

 

岩佐健康増進課長 一番大きな問題は県内に医者が少ない、若い医者が少ない

ということです。山口大学から派遣される場合にも、若い医者が大学に

残るのが手一杯で、周りの病院に派遣するほどの医者が残らない。都会

に出てしまうということが一番懸念されることです。 

 

矢田松夫委員 地元負担金です。山陽小野田市はこういう金額を書いています

が、美祢市と宇部市の地元負担金を教えてもらうと同時に、その負担金

の計算方法を教えてください。 

 

岩佐健康増進課長 算出根拠ですが、輪番をしてもらう病院が日曜日と土曜日、

平日の夕方から朝までということで、それぞれの単価を掛け合わせまし

て、合計をして、３，３８３万７，１８０円になります。人口案分で宇

部市が２，２９５万９，０００円、美祢市が２１５万１，０００円です。 

 

松尾数則委員 二次救急は輪番制で対応しているのは十分承知していますが、

輪番制で、基本的には救急に対応し切れているのかどうか、判断をお聞

きしたい。 

 

岩佐健康増進課長 何とかこなしているのが現状だと思います。問合せ１回で

すぐにということが、まだまだできていない状況ですので、その辺りは

消防局と輪番病院等の調整の中で、１回でも少ない問合せで搬送できる
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ように話合いをしているところです。 

 

松尾数則委員 問合せ１回で対応できるような病院は、例えば、宇部、美祢、

山陽小野田市で、そういった病院というのは、まだないという判断です

か。 

 

岩佐健康増進課長 一つの病院だけで、その体制を取るということは、まず無

理ではないかと思っていますので、どうしてもこのように広域の３市で

やって、何とかこなせるのではないかと思っています。 

 

松尾数則委員 美祢市に救急に対応する病院ができたといううわさも聞いたこ

とがあるんですが、それはどのように動いていますか。 

 

岩佐健康増進課長 委員が言われるのは松永医院という病院だと思います。

２４時間体制で受けているところはあります。ただ、二次救急までの大

きさではありません。まず、医院に行き、トリアージといいますか、自

分のところでできることはされますし、できないところは美祢市の市立

病院等に運ぶということで、美祢市から聞いたことはあります。 

 

大井淳一朗委員 この問題は議論があるところではありますが、市民側もこれ

に協力していかなくてはいけないということで、救急車の適正利用の呼

び掛けは、市長部局としては命題だと思いますが、現状はいかがですか。 

 

岩佐健康増進課長 数年前に緊急宣言ということで出したことがあります。後

は、そこまで大きなことはしていないですが、救急の日等で、消防局が

イベントをする際には、私どもでパンフレットを配ったりして、救急車

の適正な利用について広報しているところです。 

 

大井淳一朗委員 この働き掛けの一方で、それを余りやると救急車を呼ぶのを

ちゅうちょしてしまうのではないかという意見もあるんですが、実際そ

のようなことはあるんですか。 

 

岩佐健康増進課長 なかなか難しい問題ですが、私どものほうにちゅうちょし

たという情報までは入ってきていないところです。 
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大井淳一朗委員 救急の日のイベントで呼び掛けるのはもちろん必要なことで

はあるんですが、どのような場合に救急車を呼ぶ、呼ばないという判断

をお母さんができるように、インターネット上にサイトがあるんですが、

あちこちに飛んで行って、一本化になっていないような状況があります。

スマホでぱっと見て、すぐに救急車を呼ぶべきなのか、そうではないの

かを瞬時に判断できるような、インターネットに限らず、情報を一本化

するということが従来から必要だと言われています。その現状について、

いかがですか。 

 

岩佐健康増進課長 インターネット上では、私どもではしていないところです。

小児であれば、シャープ８０００番という番号があります。そちらに掛

けると、県下全域で看護師、医師等が電話で応対しますので、症状に応

じて、どのようなところに掛かってくださいという指示があろうと思い

ます。大人については、福岡等でもやっていますが、シャープ７１１９

があります。まだ、山口県ではやっていませんが、県を中心に会議を進

めて、実施していこうという動きはあります。 

 

山田伸幸副分科会長 二次救急は山陽小野田市が取り組むべき課題ということ

でされていますが、先ほど言われた金額は全部人件費と考えていいんで

すか。 

 

岩佐健康増進課長 人件費ということで考えて結構だと思います。かなり前に

なりますが、二次救急の広域をするに当たって国庫補助がありました。

そのときの単価として決められた１日当たり幾らという単価をほぼ変え

ずに、美祢市、宇部市とともにやっています。人件費といいますか、医

師の単価と考えてもらって大丈夫と思っています。 

 

山田伸幸副分科会長 仕組みがよく分からないんですが、これは１１９をした

ときに、この辺は宇部に飛ぶわけですよね。そうなったときは、そこか

ら全ての二次でも駄目な場合は三次にということで、そういうセンター

的な機能を果たしていると考えていいんですか。 

 

岩佐健康増進課長 救急の連絡は宇部に入ります。そちらから問合せ等を行い

ながら、順番ははっきり分かりませんが、専門の医師であったり、かか

りつけであったり、その後に輪番病院ということで九つの病院が輪番病



 

7 

 

院になりますので、その病院に搬送するという問合せを救急隊がするよ

うになっていると思います。 

 

山田伸幸副分科会長 問題は患者がなるべく意識のある間に本人のいろいろな

ものを確認した上で、まずはかかりつけ医、それから二次救急病院とい

うふうになっていくと思うんですけど、なかなかかかりつけ医がいない

場合が多いと思うんですけど、その場合は、どのような対応となってい

るんですか。 

 

岩佐健康増進課長 救急隊の電話の対応になろうと思います。救急車を呼ばれ

るということは命の危険であったり、重篤なものであったりしますので、

距離的な問題もありますが、まずは処置できる病院を探すことが重要で

あると考えています。 

 

大井淳一朗委員 これは間接的な要因ではありますが、救急車が一遍に出ると、

重篤な患者の対応ができないということなんですが、実際の救急車の使

われ方に着目してみると、病院から病院へ搬送するときに救急車を使っ

ているという現状があると聞きます。確かに、診療所から意識を失った

場合に病院に運ぶのはいいんですけど、特にそんなに緊急性のないケー

スも病院間、福祉施設から病院へ救急車が使われている現状があるんで

すけど、御存じですか。 

 

岩佐健康増進課長 医院から病院へ運ぶという現状は存じています。その患者

の病気の重さ、重要度というものまでは把握はしていません。 

 

大井淳一朗委員 私も全ては承知していないですが、タクシー代わりといった

ら言い過ぎですが、本当に救急車を使わなくてはいけないのかという場

合も見受けられるので、調査をされて、極力必要なところで救急車が使

われるような体制にしてもらうよう要望します。答弁、もしよければ。 

 

岩佐健康増進課長 消防局のことですが、救急車の使用については、その辺り

の体制がよく分かりませんので、その話があったことを消防局等の会議

あった際には話をしたいと思います。 

 

山田伸幸副分科会長 １１９番があって、出動して、その後、病院に搬送する
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までの搬送時間について、これは以前に比べて時間が長くなっているよ

うに思うんですが、その辺の実情が分かれば教えてください。 

 

岩佐健康増進課長 時間的なことは分かりません。資料等で目にすることはあ

りますが、消防局でないと分からないと思っています。 

 

吉永美子分科会長 ２７については質疑を終わります。２８について執行部の

説明をお願いします。 

 

岩佐健康増進課長 審査番号２８番、急患診療事業について説明します。資料

１１５ページです。先ほど説明した二次救急医療体制の負担軽減のため

に比較的軽症な方を対象とした、いわゆる一次救急医療を急患診療所に

おいて実施しています。医師会、薬剤師会に協力してもらい、平日の

１９時から２２時３０分まで内科を、休日の９時から１７時まで小児科

を急患診療所において実施しています。内科については、１月、２月に

は１日当たり７人から８人の患者が来られますが、年間平均３．６人の

患者が来られます。また、小児科については、１月、２月には１日当た

り４０人から５０人、多いときには６０人を超える患者が来られますが、

年間平均２４．１人の患者が来られます。なお、当該施設にはレントゲ

ン等の設備はないため、対応できない場合や症状が重い場合については、

山口労災病院、市民病院、小野田赤十字病院や二次救急、三次救急医療

の医療機関へ紹介して受診してもらっています。 

 

吉永美子分科会長 説明が終わりましたので、質疑を求めます。 

 

大井淳一朗委員 先ほどレントゲンがないということもあって、例えば、指を

切創したときに、骨を見たいけど、そういうのが多分見られない場合は

違う医療機関、よく聞くのは宇部の一次急患診療所に行くということも

聞きます。そういった設備、確かに財政的な問題もあるんですが、そう

した急を要するものに対応するためには必要な経費だと思っているんで

すが、そうした設備を、多分老朽化、あるいは設備自体も少ないのかな

というイメージを受けるんですが、その充足についてはどのような考え

ですか。 

 

岩佐健康増進課長 小児科の設置においても、長くこの体制でやっているとこ
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ろです。医者の判断で、どうしてもレントゲンが必要だという場合につ

いては、隣にある市民病院を紹介して、掛かってもらっています。市民

病院の院長等も快く受けてくれるということで、懇談会の中でも話をも

らっていますので、必要があれば、ほかの病院に回して受診してもらう

ようにしているところです。 

 

大井淳一朗委員 例えば夜とか、休日ですよね。その辺は市民病院へ連絡でき

るんですか。いないとか休みとかではまずいのかなと思うんですが。な

るべく近隣にある市民病院で診てもらうのはまだしもですけどね。いか

がですか、現状は。 

 

岩佐健康増進課長 今年度ですが、平日の夜間、小児科を含めて、五つの病院

に紹介等をしています。１月の初旬の合計で年間に４０件程度連絡し、

紹介しています。一番多いのは労災病院に２２件、次に市民病院１４件

です。主に回すのはけがのときが多いので、労災病院に紹介するという

のが多くなっています。 

 

大井淳一朗委員 現在、保健センター内にありますが、施設も老朽化している

ということで、保健センターの在り方も含めてになりますが、診療所の

ハード面の整備、場所の移転も含めてですが、そういったことの検討状

況はいかがですか。 

 

岩佐健康増進課長 施設については、市内の全ての施設の老朽化が進んでいま

すので、その検討段階で浮かんでくるのかとは思っていますが、現在の

診療所を新たにどこにということは、現在のところは現状のまま使わせ

てもらいたいと思っています。 

 

大井淳一朗委員 よく議論になる市民病院の中に診療所を置いたらどうかとい

うことに対して、市民病院は消極的な答弁ではあるんですが、そういっ

た話合いはされているんですか。 

 

岩佐健康増進課長 医師会等の地域懇談会の話の中では出てくるところです。

ただ、医者については出てもいいけど、ほかのコメディカル、技師、看

護師、事務等のメンバーについては、そちらも不足しているところもあ

るので、市民病院の中で全てを受けるということの話が出ていることは
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事実ですが、進んではいないところです。 

 

山田伸幸副分科会長 医師はいろんな医師会から来ると思うんですけど、今言

われた技師とか、看護師はどういう体制になっているんですか。 

 

岩佐健康増進課長 現在の状況は医師、薬剤師、看護師、医療事務等は全て個

人での委託契約等を交わし、執務してもらっています。 

 

山田伸幸副分科会長 その医師のいる病院から来られるということですか。 

 

岩佐健康増進課長 個人的に市と契約を交わしている看護師、医療事務等です。 

 

矢田松夫委員 課長の答弁は、医師会と市民病院の調整だけに任せていていい

のかという回答の中で、また調整するとか言った毎年同じ回答なんです。

前に全然進んでいないがどうなんですか。 

 

岩佐健康増進課長 医師会の懇談会に出て、話をしていますが、なかなか医師

の高齢化も含め、なかなか執務をというのは難しい状況の中で、なかな

か進んでいないのは現状だと思っています。 

 

矢田松夫委員 進んでいないから、どうするかということですが、回答が進ん

でいないで止まっているんです。では、どうするのかがないんですよ。 

 

岩佐健康増進課長 今の医療資源といいますか、皆様方で精一杯頑張ってもら

うという話をいつも医療懇談会の中ではしているところです。 

 

杉本保喜委員 予算について質問します。２８年から３２年に至る間に、手数

料、設備保守委託料、この辺りが多少ながら増減があるというのは、こ

れは何か理由があるんですか。 

 

岩佐健康増進課長 設備保守委託料については、レセプト請求をするときのシ

ステムですので、消費税を含め、金額が異なってくるものだと思います。

手数料についても医師会を通じてレセプトを送付してもらっていますの

で、その手数料も含めて消費税の増額だと思います。 
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杉本保喜委員 理由は何となくそうでしょうけど、気掛かりなのは、年度によ

って増減するというのは、年度によってそういうものが変わるという推

測の根拠があるんですか。 

 

岩佐健康増進課長 消費税の１０％移行が原因だと思います。 

 

山田伸幸副分科会長 現在これを担当している医師は何人いて、どういう頻度

で執務していますか。 

 

岩佐健康増進課長 総人数は分かりませんが、主に小野田医師会の医師、厚狭

郡医師会の先生も数名手伝ってもらっていると思います。おおむね月に

１度は最低出るぐらいの状況で執務してもらっていると思っています。 

 

山田伸幸副分科会長 先ほど１月、２月は非常に多かったという報告でした。

私の主治医もこれに参加していて、大変苦労しているということもＳＮ

Ｓで書かれているのを読んだんですが、６０人も来られたときに一人の

医師で対応できるのか、そのようなスタッフとなっているか、その辺は

いかがですか。 

 

岩佐健康増進課長 ６０人来られたときは小児科の先生に対応してもらいまし

た。また、５０人以上来られたときは、砂川先生が対応して、息子さん

にお願いするとかいうことも医師間の中では行っているところですが、

取りあえず１名の体制で小児科等は行ってもらっている状況です。 

 

山田伸幸副分科会長 二人の先生が出ているということですか。 

 

岩佐健康増進課長 一人の先生に出てもらって、途中で交代したということは

ありますが、２名同時に出ていることはありません。 

 

山田伸幸副分科会長 余りにも負担が、特にインフルエンザ等が出たときには

同じ待合室にそういった方が複数いるのは非常に問題が出てくると思う

んですが、その場合、例えば入り口で待合室を変えるとかいう対応はで

きているんですか。 

 

岩佐健康増進課長 待合室は広くありませんので、インフルエンザの症状のあ
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る患者が来られたときには、来られた車の中で待ってもらっていると聞

いています。 

 

大井淳一朗委員 この問題は、インフルエンザですから、急患とかそういうも

のは対応しないといけないと思いますが、できればかかりつけ医を持つ

ように勧めて、かかりつけ医に日頃行くような形をとらないと、このよ

うにパンクしてしまう状況も出てくるんですよね。そのような市民側の

協力というのも、先ほどの適正利用と同じ感じだと思うんですが、その

ような呼び掛けはしていますか。 

 

岩佐健康増進課長 かかりつけ医については、広報等でかかりつけ医を持ちま

しょうとか相談しておきましょうと勧めています。 

 

山田伸幸副分科会長 市民病院は、高熱でインフルエンザだろうという方は入

り口が変わっていて、別室に通されますよね。そういう体制が整ったよ

うな医療機関での受診ができるようにすべきだと思うんですよ。残念な

がら、保健センターでは無理があるように思うんですが、医師会からそ

のような話はないんでしょうか。 

 

岩佐健康増進課長 設備等についての要望はありますが、小野田保健センター

でやっていますので、その施設を使いながら、入り口を別にするという

話はあるので、入り口、出口を別にすることはたまにはあると聞いてい

ます。ただ、待合等は狭いので、車の中で待ってもらっています。イン

フルエンザ等が流行したときには医師は一人ですが、薬剤師が二人出て、

吸入の仕方等を説明しながら実施しています。 

 

山田伸幸副分科会長 その場合、別室はあるんですか。 

 

岩佐健康増進課長 部屋はパーティションで仕切っていますが、別室ではあり

ません。 

 

吉永美子分科会長 次の審査番号２９番の子育て世代包括支援センター、ココ

シエの事業について、執行部の説明をお願いします。 

 

岩佐健康増進課長 審査番号２９番、子育て世代包括支援センター事業・ココ
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シエについて説明します。資料１１９ページです。妊娠期から子育て期

にわたるまで妊産婦や乳幼児等に対して切れ目ない支援を実施します。

保健師が必ず母子手帳を交付する際に面談するなど、全ての妊産婦や乳

幼児の状況を継続的に把握します。また、妊産婦や乳幼児等のニーズを

踏まえて必要な支援の調整や関係機関と連絡調整するなど育児不安の解

消や虐待の予防に向けて支援プランの作成も行います。平成２９年度ま

では、厚狭複合施設内にある保健センターに設置していましたが、平成

３０年度からは、平成３０年４月１日に開設される子育て総合支援セン

ター、スマイルキッズに設置し、保健師２名を配置する予定です。この

スマイルキッズには、子育てコンシェルジュや家庭児童相談員も常駐す

るため、今以上に密に連携を取ることができ地域子育て支援拠点の一翼

を担えるものと思っています。 

 

吉永美子分科会長 執行部の説明が終わりました。委員からの質疑を受けます。 

 

大井淳一朗委員 現在、山陽の保健センターにココシエがあるんですが、この

たび移転するということで、人的な体制も含めて全部移動するというこ

とですが、保健センターからなくなることによる弊害はあるんですか。 

 

岩佐健康増進課長 現在、ココシエが厚狭の複合施設の中にありますが、拠点

として小野田駅北側に移ることになります。人も配置します。ただ、保

健センターにはほかに保健師もいますし、母子保健係も設置しますので、

来られた際は、しっかりと相談しながら必要であればココシエにつなげ

て支援プランを立てていく等の業務を進めることができます。 

 

大井淳一朗委員 ココシエについて、全てを把握しているわけではないんです

が、割と保健センターに出入りされる方もいると思うので、移転する場

合は、その辺りのお知らせはする必要があるんですが、その体制は大丈

夫ですか。 

 

岩佐健康増進課長 市内の産科の病院等については、ココシエがスマイルキッ

ズに移りますよというチラシを配布して、事前に周知しています。 

 

山田伸幸副分科会長 予算で、すこやかくん保守点検というのがあるんですが、

この「すこやかくん」というのはどういったものですか。 
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岩佐健康増進課長 健康管理システムの名称で、妊娠等から含めて入力をして、

予防接種の接種状況、健診の受診状況等、全てを把握するための健康管

理システムです。 

 

山田伸幸副分科会長 要するにパソコンのソフトということですか。 

 

岩佐健康増進課長 そうです。 

 

矢田松夫委員 支援センターができて、ここに行っての効果、期待が大きいと

思うんですが、相談件数はこのようなものでいいんですか。もっと目標

を上げて、取り組んでいくという本来の機能を発揮するものができるわ

けですから。山陽小野田市の中心地ということで、あの場所を設定した

んですよね。もう少し目標値を上げて、それに取り組んで成果を出して

いくというのが、本来の新しくできた建物の目的、効果だと思うんです

が、この数字でいいんですか。 

 

河野健康増進課技監 確かに数字は少ないかなと思うんですが、手の掛かるよ

うな人への相談件数ということで挙げています。言われるとおりですの

で、目標を増やしていきたいと思います。 

 

矢田松夫委員 １か月の数字かと思ったら、１年ですね。支援センターの休館

日を除くとこんなものでいいのかなということなんですが。 

 

河野健康増進課技監 一般の母子保健による相談とは別にカウントしています。

今年度の実績は、１月までで、電話が２１４件、来所の相談が１３９件

です。 

 

大井淳一朗委員 手の掛かる人の相談と母子保健の相談を一緒にしたような感

じがするんですが、２８年に出ている２０とか７４とかは前者だったと

思うんですが、今言われた１３９、２１４はそれではなくて、母子保健

も含めたものでしょ。 

 

河野健康増進課技監 ココシエ担当の者が兼任で地区も担当していて、合わせ

た数としていますので、その数が今言った数です。 
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大井淳一朗委員 ２８年の２０、７４は。 

 

河野健康増進課技監 ２８年の実績で、ココシエだけです。 

 

大井淳一朗委員 ３０年度以降の目標数値は両方合わせてということですか。

（「ココシエだけです」と呼ぶ者あり）そうなると２９年のココシエの実

績が分からないと、難しいところがあるんですが大体どれぐらいという

のは。（「分けられないでしょ」と呼ぶ者あり） 

 

山田伸幸副分科会長 今度、支援センターができたときに、今言われたような

母子保健の相談とココシエに関する相談を、窓口を分けていくんですか。

それとも総合窓口みたいなのがあってそれが振り分けていくんですか。 

 

河野健康増進課技監 ココシエはスマイルキッズだけにあります。保健センタ

ーに母子保健係がありますので、分けることは可能です。分けていこう

と思っています。 

 

杉本保喜委員 そうすると相談する側としてはあっち行きこっち行きというこ

とになる可能性があるんですか。それともこの総合支援センターココシ

エに行けば、両方とも受けられるということでいいんですか。 

 

河野健康増進課技監 最初、ココシエで相談を受けて、地区担当がいる母子保

健と連絡を取り合って、対応していくという形になろうかと思います。 

 

山田伸幸副分科会長 せっかくこちらにあって母子保健の方が厚狭におられて、

あっち行けというふうになるんじゃないですか、今の説明では。 

 

岩佐健康増進課長 相談の拠点としてココシエ、スマイルキッズの中にありま

すので、そこに来てもらえれば全ての相談業務に応じることは可能です。

ただ、その後、対処が必要になった、訪問が必要になったというときに、

地区担当の者がそのお宅へ訪問に行って相談に応じるということになり

ますので、こちらの駅北側スマイルキッズの中で相談をした場合に、「い

やここはできないから」ということは一切ありません。また、厚狭のほ

うに相談に来られた方においても、ここではないからということで小野
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田駅の北側に行けということはありません。相談はその場所で受けて、

その後ココシエでの対処が必要になった案件か、母子保健の中で完結す

る案件かというものを振り分けていくようになろうかと思います。 

 

杉本保喜委員 それに関わることになると思うけれど、１１９ページの３０年

から３３年にかけて、１０件ずつ増やしていって３３年は８０件と書い

ている。この根拠が、最初の出発点で説明を受けた中からココシエ関係

だけをピックアップして、将来的にこういう数になるであろうと推測を

してこの数値を挙げたのかどうかということなんです。 

 

岩佐健康増進課長 そのとおりです。今現在、問題のある方が若干増えていま

すので、相談件数が増えることはいいことではないと思っていますが、

重篤なものについては少しずつ増えていくんではないかという感じはし

ていますので、その数値を挙げたところです。 

 

山田伸幸副分科会長 １１９ページの表の中に、支援プラン作成件数というの

がありますが、これはどういったものでどういった効果を期待して作ら

れるんですか。 

 

河野健康増進課技監 支援プランは、不調とか先ほど言いました手厚い支援を

必要とする人たちに対しての支援の方法や対応方針について、会議を設

けてやっているところです。期限を決めてどこまで達成できた、できな

ければどうするということで、継続的に包括的に支えていくようなプラ

ンとしているところです。 

 

山田伸幸副分科会長 これは全国的なひな型があってそれに合わせるのか、そ

れとも山陽小野田市が独自にこういったものを作られるんでしょうか。 

 

河野健康増進課技監 プランそのものは山陽小野田市で作成しています。 

 

矢田松夫委員 先ほどの回答の中で、厚狭に行って回されて支援センターに行

けということがあったんですが、じゃなくて、支援センターができたと

いうのはまず厚狭に行くこと自体がおかしいんですよ、今後は。ワンス

トップでやる仕事なら、支援センターに来てくれというのが本来の仕事

じゃないんですかね。そこから振り分けるというかね。まだまだそうい
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うふうにして、今後どのように市民が理解と宣伝をしていくかというの

があるんですけど、本来ならまず支援センターに来てもらうというよう

な周知を是非お願いしたい。厚狭に来るようなことがないようにしてほ

しい。来ちゃいけんというんじゃないんですよ。まずは支援センターに

来てくれというのが今後の大きな仕事と同時にワンストップでできる大

きな威力がこのセンターだろうと思うんです。それはもうそういうこと

で是非お願いしたいと思います。それから保健師を二人常駐ということ

ですよね、任期付きということで。こんな賃金でいいんですかね。そう

いう資格を持った人が。 

 

岩佐健康増進課長 ２名とも任期付きということではありません。ここに挙げ

ているのは任期付き１名の給料です。もう１名は母子保健係の地区担当

の者がいますので、それは順次配置したいと思っています。 

 

杉本保喜委員 任期付職員の給料３８８万８，０００円ということで、３２年

まで同じ金額で書いています、１２０ページ。これの基準というか、こ

の近傍が大体このぐらいの相場だよという格好で挙げているのか、我が

市としてはちょっと多めにあげますよということなのか、いかがですか。 

 

岩佐健康増進課長 この給与月額等については、人事課等で検討した結果の数

字だと思っているので、この金額について高い低いということについて

はこちらでは考えていないところです。 

 

山田伸幸副分科会長 これは常駐する任期付職員は保健師ということでいいで

すか。 

 

岩佐健康増進課長 はい、保健師の資格を持った職員です。任期付きは１名で

保健師です。もう１名は正規職員の保健師が行って２名体制で常駐させ

ます。 

 

杉本保喜委員 確認ですが、その任期付職員は保健師の資格を持った人が就く

ということですね。 

 

岩佐健康増進課長 募集の際にもそのような基準を付けて応募を受けて、私ど

もでも面接をして採用ということになろうかと思っています。その者は
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保健師の資格を持っている者です。 

 

大井淳一朗委員 スマイルキッズ全般に言えることなんですが、子育てに関す

る相談、親は純粋にそのまま行くんですけれど、こちらで形式的にここ

はここ、ここはここって分けられるのもどうかなと思うんですが、そう

いった総合窓口っていうのは難しいのかもしれませんが、そのすみ分け

って今後どうされるんですか。たくさんそういう相談体制ができること

はいいんですが、逆に言えば振り分けというかたらい回しになってしま

うとそれはそれで良くないのかなと思うんですが。その窓口体制につい

てはどのように。全体的なことになりますが。 

 

岩本健康福祉部長 ただいまの御指摘ですが、センターについては所長、ある

いは全体を統括する拠点施設の職員も張り付けます。そして同じ場所、

１階と２階ということがありますが、同じ場所で同じ業務を行うという

ことを趣旨としてセンターを設置したものですので、そこの連携はこれ

から人と人との関係も作りながらしっかりやっていけるものと考えてい

ます。今後そういう関係をしっかりと作っていこうということです。 

 

山田伸幸副分科会長 前回のときに、こども福祉課から支援センターで定期的

にイベントなどもやっていくということなんですが、そこでココシエと

いうのはどういう役割を発揮していこうと考えていますか。 

 

岩本健康福祉部長 今後、そのメニューは十分検討していきたいと思っていま

す。いろんな専門職がいますので、そこの技能をしっかり発揮できるよ

うな形にイベントも工夫していきたいと思っています。当然、保健師に

も活躍してもらう場を作っていきたいと思っています。 

 

山田伸幸副分科会長 やはりこれは山陽小野田市としての大きなプロジェクト

ということで、市長がこの子育て総合支援センターの役割については施

政方針の中でも述べられている事業です。あそこに置いたということを

全市民に徹底的に知らせていく、そしてやはり子育てならここに行けば

いいんだという形で、市民が頼りにするような場所にしていかなくては

いけないんですが、そこでこども福祉課任せで健康増進課はお手伝いと

いう体制ではいけないんじゃないかなと思うんですけど、やはり山陽小

野田市の特徴の一つとして打ち出すような体制が必要ではないかと思う
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んですがいかがですか。 

 

古川副市長 今申されましたように、このスマイルキッズは第二次総合計画に

おける３本柱としての重要なステージの一つだと考えます。この４月か

らどういうような形で進めていくということで、現在の最大の方法で進

めていく形ですけど、まだまだ今後どうしたら良いかという意見も出て

くると思います。そういう意見は利用される方や議会からいただきなが

ら、動きながら考えるということ、それと先ほども申されたように、こ

ども福祉課に任せるんではなく、全庁的また教育委員会とも連携して、

今度福祉部になるんですが、福祉部全ての中で動いていきたいと考えま

す。これ、今からスタートするのがコンクリートというわけではなく、

どんどんいい方向に変わっていくということで御理解いただけたらと思

います。 

 

山田伸幸副分科会長 その一端は４月１日の開所日ですね。この日に私たちに

すごいなと思われるような中身を考えているんですか。 

 

岩本健康福祉部長 ４月１日の案内がそろそろ議員の皆様にも届いているのか

なと思いますけども、記者発表もして３０年度のスタートとしての記念

となるような行事にしていきたい、ささやかではありますけどもそのよ

うに位置付けて取り組んでいきたいと考えています。 

 

山田伸幸副分科会長 以前の話では今から外壁等にもいろんな工夫を凝らして

いくということですけど、スタートのときにはそれは間に合わないとい

うことですか。 

 

岩本健康福祉部長 今、鋭意作業を進めていまして、今週ぐらいには取り付く

んではないかという話を聞いています。看板自体はまず内部で製作して、

それを壁面に取り付けるという作業になりますので、作業自体は順調に

進んでいますので、開所式にはきれいなイラストが壁面３方向に取り付

けて、ふさわしい施設の外観になると考えています。 

 

山田伸幸副分科会長 ３方向ということは駅には向いていないということです

か。 
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岩本健康福祉部長 小野田駅からも見えるところにイラストが配置されます。

正面と西側と駅から見える南側ということになります。 

 

大井淳一朗委員 看板は結局どこに頼むんですか。 

 

岩本健康福祉部長 看板については、職員の中で審査委員会を設置して、そこ

でプロポーザルを行い、最高点を取った業者に委託しています。 

 

杉本保喜委員 ちなみに、その３方向の看板は全く同じ大きさ、同じ形のもの

ですか。 

 

岩本健康福祉部長 それぞれ壁面の大きさも差がありますので、南側のほうは

横に長く、正面は壁面の形状に合わせて取り付けることになります。 

 

恒松恵子委員 ４月１日開所ということで、初回のこけら落としのイベントに

大きく期待するところですが、まだ決まっていないようなお話ですが、

すてきな案はあるんでしょうか。 

 

岩本健康福祉部長 まずはたくさんの関係者の方に来てもらいたいという御案

内を差し上げています。また、内覧会という形で、施設の中をまず知っ

て、来た方が外に発信するということにも期待を込めて、そういった催

しを考えているところです。 

 

吉永美子分科会長 今、子育て総合支援センター全体ということで、話が大き

く広がったので、せっかくなので申し上げますけども、子育てを重点プ

ロジェクトとして掲げる山陽小野田市が、県内に向かってこういうふう

に立ち上げて、ふくふくこども館に負けないぞという思いがありますか

と先日も聞きましたが、４月１日、いよいよ誕生しますということを大

きくアピールすることは大事なので、マスコミ等をしっかりと使っても

らいたいと思っています。その点は大丈夫ですね。 

 

岩本健康福祉部長 これまでも子育て総合支援センターについては、地元の新

聞紙上でも協力してもらっていますので、今回もしっかり記者発表をし

て、周知をしているところです。 

 



 

21 

 

吉永美子分科会長 せっかくだからテレビとか大いに活用されることを期待し

ています。では２９についてはよろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あ

り）審査事業については終わりましたので、これから職員が追加で入り

ますから、１５分まで休憩します。 

 

午前１０時４分 休憩 

 

午前１０時１４分 再開 

 

吉永美子分科会長 それでは、休憩を閉じ、民生福祉分科会を再開します。予

算書１６８、１６９ページで質疑ありませんか。１７０、１７１ページ。 

 

山田伸幸副分科会長 妊婦健康診査委託料ですが、自己負担分がかなり公費負

担になったものではないかと思うんですが、この中身を教えてください。 

 

岩佐健康増進課長 生まれるまで１４回の健診を受けることが可能となってい

ます。その１４回とも全て公費の負担ですので、妊婦さんの負担はあり

ません。 

 

山田伸幸副分科会長 何人分ですか。 

 

岩佐健康増進課長 ５００人分で計算しています。 

 

吉永美子分科会長 １７２、１７３ページ。 

 

松尾数則委員 准看護学院補助金１４０万ですが、事務費とか医師の講師料と

か、そういった内容のものですか。 

 

岩佐健康増進課長 個別の事業のものではなく、准看護学院の運営に補助する

ものです。 

 

松尾数則委員 講師をする医師は無償でという話を聞いていますので、今後面

倒を見ていく要素があるのかどうか。 

 

岩佐健康増進課長 准看護学院、現在厚狭郡医師会で運営している中でやって
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もらっています。運営の補助として出していますので、講師に対しての

講師料を個別に出すということは考えていません。 

 

松尾数則委員 建物も随分傷んでいるんですが、メンテナンスなども含めて、

市からは助成がないという判断でいいんですか。 

 

岩佐健康増進課長 先日も厚狭郡医師会の事務長とお話はしましたが、あくま

でも厚狭郡医師会の運営する学院の運営補助ということでやっています。 

 

矢田松夫委員 市で支援すると言われましたが、１１０万から１４０万にアッ

プしましたよね、去年に比べると。県の補助金も入っているんじゃない

ですか。 

 

岩佐健康増進課長 市から補助しているのは、昨年１１０万円でしたが、平成

３０年度に１４０万円に増額しました。県からは８９０万円、約９００

万円の補助が出ています。 

 

杉本保喜委員 里帰り中産婦健康診査助成金が、昨年に比べ随分と減っている

んですが、実績からこのようになったんですか。 

 

岩佐健康増進課長 里帰り中産婦健康診査は、平成３０年度から始まる事業で、

委員言われるのは里帰り中妊婦健康診査と思われますので、これは金額

に大きな変動はありません。 

 

大井淳一朗委員 公的病院支援事業補助金ですが、これは日赤と思うんですが、

今年度からなのか、これまでやって何年目なのか。 

 

岩佐健康増進課長 ４年ぐらい前からになると思います。昨年は５００万円で、

今年７５０万円に増額した日赤への補助金です。 

 

古川副市長 ２７、２８が１，０００万円で、２９年度が５００万円で、３０

年度が７５０万円で日赤関係です。１，０００万円から５００万円にな

ったのは、日赤に計画を出すように求めていたんですが、２９年度は出

ていなかったということで、そうなっていますが、今年度は出るという

ことで、このような金額になっています。日赤のほうも先ほどの質疑の
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中で、二次救急のサポート体制に入ってくるということで、それも踏ま

えてのこの金額になりました。 

 

大井淳一朗委員 この補助金の交付要綱があるのかということと、補助金はど

れぐらいまで続くんですか。 

 

岩佐健康増進課長 補助金要綱はありますので、その要綱に基づいて交付して

います。金額については、それぞれの年度、決算見込み等を見ながら、

変わってくるかもしれませんが、続けていくようになろうかと思います。 

 

大井淳一朗委員 財源はどのようになっていますか。 

 

岩佐健康増進課長 特別交付税措置があります。 

 

松尾数則委員 霊園使用料返還金がありますが、高架橋の下に霊園ができてい

ますが、それと市との関係はどのようになっていますか。 

 

深井市民生活部次長 この予算書に挙がっている霊園使用料については、今、

市が管理している小野田霊園、東墓地、南墓地この三つの霊園の管理料

で、それを未使用のまま返還された場合の返還料です。 

 

松尾数則委員 高架橋の下に作っているという話ですが、これは市とは基本的

には関係のない次元の話と捉えていいんですか。 

 

深井市民生活部次長 先ほど申しました三つの霊園以外の霊園につきましては、

市とは関係ございません。 

 

松尾数則委員 そうするとそういった霊園を造るのに市の許可が要るとかそう

いうことはないわけですね。 

 

深井市民生活部次長 霊園の設置については、条例がありますので、市の許可

は要りますけれども、民間の方が造られた霊園の管理については市は関

知しません。 

 

矢田松夫委員 先ほどの大井委員の関連ですけど、公的病院の支援イコールこ
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れについては日赤の病院の赤字の穴埋めとこういうふうに端的に言うと、

こういうふうに結論付けられるんですけど、１，０００万から５００万

あったり、上下があるけど、支援のお金が少ないということは経営努力

をしたというふうに見ていいんですか。去年から比べると随分また増え

ました。増えましたということは経営努力が足りなかったという結論で

すかね。 

 

岩佐健康増進課長 昨年が５００万だったというところなんですが、経営計画

を提出いただけなかったといいますか、なかなか前向きな計画ができて

いませんでしたので、前の年の１，０００万から５００万に減額させて

もらったところです。今年度は先ほど副市長も言いましたとおり二次救

への参加とか、積極的な貢献が見られるということで増額をさせてもら

ったところです。 

 

杉本保喜委員 前後するんですけど、扶助費のところの未熟児養育医療費です

ね、これが昨年よりも上がっているんですけど、傾向としてはどうなん

ですか、だんだん増えつつあるんですか。 

 

別府こども福祉課主査 これは過去５年ぐらいの実績を見てみますと、２０名

から３０名の方が大体平均的に養育医療を利用しておられます。金額に

つきましては本当に治療の内容によると思いますので、年度ごとで大変

増減がありまして、大体４００万から５００万の間で推移していたんで

すが、昨年度は８００万以上になったという実績でした。 

 

山田伸幸副分科会長 昨年度というのは２８年度ということですか。 

 

別府こども福祉課主査 ２８年度の実績です。 

 

山田伸幸副分科会長 この中に水道に関するものが簡易水道維持管理負担金が

１，２５８万１，０００円と水道事業会計の繰出金が３４９万円あるん

ですが、これはいずれも簡易水道に係るものなんですか。 

 

湯淺環境課課長補佐 繰出金ですが、こちらは児童手当です。簡易水道は簡易

水道の赤字になった分の不足分を負担するということです。 
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吉永美子分科会長 １７４、１７５ページ。 

 

山田伸幸副分科会長 野犬対策はどの程度の実績があるのか、その後の対応な

どについてお答えください。 

 

湯淺環境課課長補佐 野犬対策は宇部保健所が主体となって行っています。環

境課の予算としては、野犬対策のお金はありません。 

 

山田伸幸副分科会長 以前は江汐公園とかに放置されていたりとかあって、捕

獲に行くということもあったんですが、最近はそういう捕獲を市がする

ということはないということですか。 

 

湯淺環境課課長補佐 野犬がいる、あるいは放し飼いがいる等の連絡を受けま

したら、宇部保健所と連携しておりの設置に行ったり、捕まえに行った

りはしています。 

 

吉永美子分科会長 １７６、１７７ページ。 

 

山田伸幸副分科会長 環境衛生推進協議会補助金が出ていますが、環境衛生推

進協議会は開催されているんですか。 

 

岩壁環境課主査 これは快適環境づくり協議会に対する補助金です。 

 

山田伸幸副分科会長 これは自治会に置いている環境衛生推進員の会議は全然

関係ないものと考えていいんですか。 

 

岩壁環境課主査 関係ありません。 

 

松尾数則委員 家庭用の井戸の事業補助金が５０万ほど出ているんですが、こ

れは１件についてではなく、トータルで５０万円ですよね。何件もあっ

たら、一人出たら当然５０万で終わると思えないんですが、１件出たら

５０万超したらそれで終わりと捉えていいんですか。 

 

深井市民生活部次長 この家庭用飲用井戸については、要綱の案を作成してい

まして、まだ今から決裁を取るところですが、補助内容としては、井戸
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を新設する場合には３０万円を限度とし、修繕の場合は１０万円を限度

として補助金を出すように考えているところです。この５０万円という

のは、新設が１件、修繕が２件分という予算です。 

 

山田伸幸副分科会長 委託料で公衆便所清掃委託料がありますが、これはどう

いったところが公衆便所として設置されているのか、その点についてま

ずお聞きします。 

 

深井市民生活部次長 公衆便所は２か所ありまして、１か所は渡場のバス停、

下関方面に行くバス停のところです。もう１か所は厚狭の天神の境内に

あります。その２か所の清掃を地元の方にお願いしていますので、その

委託料です。 

 

山田伸幸副分科会長 公衆便所というのは、よそから本市に来られた場合、コ

ンビニがよく利用はされるんですが、市として例えば車椅子で移動され

る方に市内を安心して移動してもらうためにも、そういった車椅子対応

のものも含めて、整備が必要ではないかなと思うんですが、その辺のお

考えはいかがでしょうか。 

 

深井市民生活部次長 言われるとおり車椅子の方も使用が容易にできるような

設備は必要であろうと思いますけれども、大変申し訳ありません、現時

点では今設置している２か所の公衆便所については、できればこれで終

わりたいと考えているところです。というのがだんだんと前は頻繁に掃

除していたんですが、使用される方もどんどん減ってきていまして、掃

除する日数も減ってきている状況ですので、そういうのを考えますとそ

ろそろ公衆便所の撤去について考えてもいいのではないかなと考えてい

ます。 

 

矢田松夫委員 今言われたように年々委託料の金額も減ってきているし、使用

人数も減ってきているのが現実なんですよね。使うのは郵便局か銀行員

です。子どももほとんど使わないという状況ですので、是非撤去されて、

撤去して困る人もいますので、また新たに例えば厚狭の商店街なんかは

ほとんど公衆便所ないんですよね。ですから今回のひな祭りにしても民

家に便所がありますよと、ここは使えますよというようなチラシを作る

ということでありますので、要望ですけど、天満宮まで行ってする人は
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いないので、利用価値の高い箇所、商店街、水害で空き地ができたとこ

ろ、是非お願いしたいと思います。 

 

山田伸幸副分科会長 負担金、補助及び交付金の中に生ごみ処理機購入助成金

というのがあるんですが、これは今実際にこれを使われる方はいるんで

すか。それとも新規に付けられるんでしょうか。 

 

深井市民生活部次長 生ごみ処理機を買われる方は今でもいらっしゃいますの

で、この補助金があるわけですが、生ごみ処理機は電動と非電動とダン

ボールコンポストの３種類があります。それぞれに上限はありますけど

も、補助金は毎年申請があって、交付しているところです。 

 

山田伸幸副分科会長 その申請はそんなに多くいないのではないかと思うんで

すが、なかなかこれ私はダンボールコンポストについては普及が進んで

いないように思っているんですけど、いかがですか。 

 

深井市民生活部次長 ２８年度の実績ではありますけども、電動が７件、非電

動が９件、ダンボールコンポストが６件、合計２２件の申請がありまし

て、全てに補助金を交付しています。 

 

吉永美子分科会長 １７８、１７９ページ。 

 

山田伸幸副分科会長 地球温暖化対策地域協議会補助金というのがあるんです

が、この地球温暖化地域協議会というのはどういった団体で、どういっ

た頻度で会議等行っているんでしょうか。 

 

湯淺環境課課長補佐 総会を年に１回行っていまして、後は公民館で出前講座

をされたり、緑のカーテンとかそういった環境活動にも取り組まれてい

ます。市の取組にも協力してもらっています。中電と日産化学で行うイ

ベントにも参加してもらっています。 

 

杉本保喜委員 今の補助金は昨年に比べると倍以上に増えていますよね。これ

はどういう理由なんですか。 

 

深井市民生活部次長 以前この事業についてはヤクルトから寄附をもらってい
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て、そこからの寄附がなくなりました。これまでの市の予算額ではなか

なか事業を進めるのが困難な額になりましたので、３０年度で少し予算

額が上がったところです。 

 

山田伸幸副分科会長 緑のカーテンは一時期すごく熱心にやられていて、最近

取り組まれるのが減ってきているという印象があるんですが、これは私

の印象が非常に薄いのかもしれませんけど、実際のところ取り組まれて

いる事業所というのは増えているんですか。 

 

縄田環境課環境保全係長 毎年緑のカーテンを作られる方に１世帯に対して三

つの苗を無料配布していますが、こちらは毎年１００世帯ほど必ず出て

います。事業所についても毎年緑のカーテン写真展がありまして、応募

の数も増えています。減っているということはないと考えています。 

 

杉本保喜委員 １３番の委託料のところの公害調査委託料が昨年に比べると半

減しているんですが、この理由を教えてください。 

 

縄田環境課環境保全係長 昨年は公害調査委託料が自動車騒音の常時監視業務

の委託料になっています。２９年度は業務の内容が市内の幹線道路を５

年に１回のサイクルで調査しています。２９年度についてはちょうど１

回目の５年のサイクルが終わり、新しくシステムの中に地図をリニュー

アルしないといけなかったので、昨年予算がリニューアルの地図の料金

として多くなっていましたので、３０年についてはその部分がなくなっ

たということで、今までどおりの５０万ということで挙げています。 

 

吉永美子分科会長 環境展のための経費ってどこに挙がっているんですか。 

 

縄田環境課環境保全係長 環境展についての予算ですが、消耗品費の中に含ま

れています。 

 

吉永美子分科会長 需用費の消耗品費の３２万円ですか。 

 

縄田環境課環境保全係長 ３２万円の中に入っています。 

 

吉永美子分科会長 中に入っているということは、環境展のための費用は３２
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万円ではないということですね。環境課に以前申し上げた記憶があるん

ですけど、環境問題は大きな課題ですので、もう少しやるべきことがあ

るんじゃないかなと思うんですけど、お金を掛けないでやっていく流れ

ということですか。 

 

深井市民生活部次長 お金を掛けないでというのはあるんですが、お金を掛け

なければならないところも当然あろうかと思いますので、掛ける必要が

あるところにはお金を掛けて、掛けないで例えば職員の手作りであると

かそういったところで節約できるところは節約しながらやっていきたい

と思っています。 

 

大井淳一朗委員 環境展の費用が１７９の需要費の消耗品の中にあるというこ

となんですが、目を見ると公害対策費なんですが、公害対策費に環境展

ってちょっと検討されたらいかがですか。 

 

湯淺環境課課長補佐 環境対策費の一部でもあると考えています。というのが

地球温暖化対策もありますし、もちろんその環境展の中で１番お知らせ

したいのは市の環境がどうなっているのか、どう変わってきているのか

ということを市民に知ってもらうのが主な内容となっています。 

 

大井淳一朗委員 事業内容にけちをつけているわけじゃなくて、公害対策と環

境展が全然結び付かないということはないでしょうけど、使われ方につ

いてちょっと問題があるかなと思うので、そこは検討してもらいたいん

ですが。 

 

深井市民生活部次長 かねてより公害対策費の中に環境展の費用を計上してい

るわけですけれども、おっしゃられるところは環境衛生費でもいいんで

はないかと受け止めましたので、その環境展に関する予算について、ど

この目に入れるのか、財政課とも協議をしながら決めていきたいと思い

ます。 

 

山田伸幸副分科会長 水道局とか下水道課とかいろんなところが関係してきて

いると思うんですよね。環境展というからには市民が広く参加をして、

それを考えるということにしなくちゃいけないんですが、これまでの参

加人数とか効果に対してどのように考えているのか、基本的なことなん
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ですが、その点についてお答えください。 

 

深井市民生活部次長 環境展については例年水道展と同じ日に同じ場所で開催

しています。同じ場所といいましてもサンパークということなんですが、

サンパークの中で今年度は場所が違いましたけど、同じ日に同じサンパ

ークで開催しています。来場者については、クイズを中でやっています

ので、クイズの参加者の人数を数えたら例年６００人程度の方に来場し

てもらっています。効果がどうかといいますと、そこまで追跡調査はし

ていませんけども、例えば自転車を使った発電機があります。その自転

車で発電した電気を普通の電球あるいは蛍光灯、ＬＥＤで比べてどうな

のかというところの体験をしてもらっています。その中で普通の裸電球

でしたら、かなり負荷が掛かりますし、ＬＥＤであれば非常に楽に電気

が起こるというところがあります。その感想を実際に体験した人からそ

の場で聞いていますけども、そういったところでまた市民の意識も少し

は変わっていっているのではないかと考えています。 

 

吉永美子分科会長 環境フェスタはどうなっているんですか。 

 

湯淺環境課課長補佐 以前は環境展、環境フェスタということで、環境フェス

タのときに市長の挨拶や配付物等をしていたんですが、今は行っていま

せん。環境展ということで啓発活動を行っています。 

 

吉永美子分科会長 縮小した感がありますけど、その辺はどうなんですか。以

前は文化会館、不二輸送機ホールでやりましたよね。講師が来られてお

話をされて、緑のカーテンの表彰があったりとか、かなり力を入れてい

るように感じたんですけど、縮小していませんか。 

 

湯淺環境課課長補佐 何度か環境フォーラムということで、文化会館でしてい

ますが、それは今やめています。 

 

吉永美子分科会長 縮小した感がありますけど、その辺は環境課としてどのよ

うに感じておられるんですか。環境問題はとても大きな課題だというの

は当然認識されておられるし、市民を巻き込んでいくことが大事、当然

企業もそうですけど、その点の認識は強く持っておられると思うんです

けど、その中でやっぱり市民を巻き込むことに対して一つの環境フォー
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ラムというのも大きな力はあったと思っているんですけど、継続は力で

すから、そういう意味ではやめてしまわれたというところには縮小され

たような感をどうしても感じてしまうんですよ。だからやっぱり緑のカ

ーテンとかでも学校の取組がすごく薄かったりとか、やっぱりその辺、

要は自分たちでやっておられるかもしれないけど、そういった写真を出

すことによって、子どもたちも喜ぶし、そういった取組がすごく薄いな

という、学校とかほとんど応募してこないでしょ、１校か２校ですよね、

緑のカーテンとかでも。だから啓発ということ自体では環境フォーラム

も一つの大きな力となると思うんだけど、縮小している感をとても感じ

ていて、ましてや予算というところでは当然講師謝礼も入ってこないと

いうとこですよね。講師をお願いしないから。環境展という形でやって

おられて、担当課としていろんなことをやろうという取組を職員もいろ

んな子どもたちに声掛けたりとか一緒になって、いろんなことしますよ

ね。ですのでその取組自体は私は評価しているんですよ。だけど、何か

もっと市民を巻き込んでいくという意味ではこの規模でいいのかなとい

うのをずっと思っていたものですから、その点環境課としての思いをこ

こで聞いておきたいと思います。 

 

深井市民生活部次長 環境フェスタは申し訳ありませんが、内容を把握してい

ませんでした。文化会館等で人を集めてやっているということでしたの

で、これは市単独でやるよりも県も連携しながらやっていったほうがよ

り効果が上がるのではないかなと考えますので、県と協議しながらこの

環境フェスタの開催について考えていきたいと思います。 

 

吉永美子分科会長 先ほどフォーラムと言われたから私がフェスタと思い込ん

でいるのかもしれませんが、やはり県とどうのじゃないですよ、相手は

市民ですから、だから規模を大きくして県と一緒にやればいいという問

題ではないと思うんですけど、やっぱり現場ですよね。現場の市民をど

う巻き込んでいくかというところでしょ。そういうところでちょっと言

われていることが私には外れているようにどうしても思ってしまいまし

た。 

 

湯淺環境課課長補佐 フォーラムですけど、もともと前市長のお話を受けて始

めたんですが、実際のところお願いされた方以外はほとんど来られない

という状況にあって、もっと身近な方を呼びたいということで中電とか
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日産化学とか企業に働き掛けて、中で一般の方が来れるイベントができ

ないかということで、工作や見学を推進協議会と併せて行っています。

より身近に市民が来れる場所の提供が私たちは大切だと思っています。

緑のカーテンもそうですが、コンクールを始めた最初の年はよかったん

ですが、コンクールなんでどうしても勝つ人が決まるというか… 

 

吉永美子分科会長 話途中で止めますけど、よく分かっているので、じゃなく

てだからこそ写真展に変えたじゃないですか、そこに子どもたちの行く

小学校、中学校が出てくるようにしてほしいということです。だからコ

ンクールのこと言っていません、私は。写真をもっともっと出すように

呼び掛けたらどうですかということです。 

 

縄田環境課環境保全係長 ２８年、２９年とこちらに載っている地球温暖化対

策地域協議会では２６年から比べて小学校に出前講座に行く回数を増や

しています。２９年度については小学校だけではなく、公民館にも出前

講座に行っています。それから２９年度については初めて環境問題に取

り組むということで小中学校に環境ポスターのポスター展をしようとい

うことで行っています。今回は少なかったんですが、埴生中学校と高千

帆小学校からポスターの応募がありました。１２月に表彰式を行ってい

ます。ですので、３０年についてもこういった小学校や公民館に出向い

て普及啓発をするとともに、２９年度に行っている環境ポスターについ

ては引き続き行っていきながら、啓発活動を行っていきたいと考えてい

ます。 

 

吉永美子分科会長 子どもたちを巻き込むことは大人を巻き込んでいきますの

で、その点頑張ってください、よろしくお願いします。 

 

山田伸幸副分科会長 瀬戸内海環境保全協会というのがありますが、これの目

的とどういった内容で活動しているのかをお聞かせください。 

 

縄田環境課環境保全係長 この協議会は瀬戸内海の関係地域の環境保全に関す

る思想の普及及び意識の高揚並びに必要な事業を行うということで、瀬

戸内海の環境保全に努め、住みよい生活環境を確保するということを目

的にしています。 

 



 

33 

 

山田伸幸副分科会長 近年、瀬戸内海の水質がよくなり過ぎたという話を聞い

ています。というのも瀬戸内海で海草とか貝が育たなくなってきている

ということですが、そういった問題もここで扱っているんですか。 

 

湯淺環境課課長補佐 もちろんこの会が主催する講演とかを聞きに行くと、そ

ういった話もあります。実際にＣＯＤ、ＢＯＤといった汚濁を示す指標

がきれいになり過ぎていなくなったかどうかという本当のところはまだ

まだ解明されていないと思っています。 

 

吉永美子分科会長 １８０、１８１ページ。 

 

山田伸幸副分科会長 環境調査センターで現在いろいろな分析等をされている

と思うんですが、大体どれぐらい年間実施されているんですか。 

 

山下環境調査センター所長 環境調査センターの仕事の主な分析ですが、まず

環境のほうとしては大気の降下ばいじん、亜硫酸ガス、水質のほうでは

海域調査、これは毎月漁協の船に乗せてもらって、採水して調査してい

ます。それから河川調査、これは８か所を年６回、遊水地調査６か所を

年４回、それと先ほどの海域調査に併せて栄養塩調査をしています。栄

養塩というのは、のり漁場ですので、先ほど言われたようにのりにとっ

ては栄養が必要で、漁師たちは窒素、リンの栄養の濃度を早く知りたい

ということで、やっています。あと江汐公園がありますので、湖沼調査

として年４回、ため池を年２回。ほかに事業所調査として工場排水調査

をしています。工場は３７か所あります。各工場にとって年５回立入り

調査をして、抜き打ち調査をしていますけど、悪い水が出ていないかと

いうことをチェックしています。あと大きな合併浄化槽関係、これを年

２回ほど調査しています。その他、今環境公害関係ですが、市有施設が

あります。市が持っている施設、環境衛生センターとか水処理センター、

農業集落排水処理施設、オートレース場の浄化槽、学校関係のプール、

給食に使う飲料水、市民プールもですけど、そういうものをやっていま

すし、そういう調査以外に突発的に魚が死んだよとか、そういうことに

対しても対応しています。 

 

山田伸幸副分科会長 以前は他市からも調査依頼でされていたと思うんですが、

今はありますか。 
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山下環境調査センター所長 先ほどの説明でちょっと漏れたんですけど、美祢

市からの委託を受けまして降下ばいじん、厚狭川水質等の分析をしてい

ます。 

 

杉本保喜委員 委託料の廃棄物処分業務委託料が昨年に比べると大幅に上がっ

ているんですけど、この理由を教えてください。 

 

山下環境調査センター所長 廃棄物処分は、数年に一度たくさんの処理を過去

はしていました。それで昨年度４００キロの処理をしたんですが、それ

で今年度はしていません。これはよくないなということで、課内で協議

して毎年毒物、劇物とかもありますので、古い薬品とかを早く廃棄した

ほうがいいということで、これからは毎年処理をしていこうということ

で、３０年度予算要求しています。 

 

山田伸幸副分科会長 以前は調査センターであさりの育苗とかされていたんで

すが、最近はどのようにされていますか。 

 

山下環境調査センター所長 以前、あさりの種苗生産研究ということをしてい

まして、研修棟ということで、環境調査センターが県や国から技術を習

得してそれを漁業者へその技術を研修で渡すという、そういう目的で始

めていましたけど、一つには漁業者が高齢化して種苗生産をするという

人がいないということと、調査センターで例えば４００万個体の稚貝を

作って放流しても、放流先の海域で天敵にやられたりして費用対効果が

ないということで、中止になったいきさつがあります。 

 

吉永美子分科会長 次の保健センター運営業務。 

 

矢田松夫委員 昨年に比べると一人減員になっているんですが、その理由と業

務に影響があるかないか。 

 

岩佐健康増進課長 実質私ども保健センターにいる職員については、育休等で

休んでいる職員がいますので、臨時職員になったということはあります。

ただその分若干臨時職員と正規職員の差がありますので、少しは影響が

ないとは言い切れないとは思っています。 
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矢田松夫委員 意味がよく分かりませんが。 

 

岩佐健康増進課長 正規職員の代わりにきた臨時職員ですので、任せられる範

囲も若干少ないので影響がまるっきりないというわけではないと思いま

す。 

 

矢田松夫委員 １名の原因は非正規に変わったという回答なんですか。 

 

岩佐健康増進課長 人が減った原因となったのは、育休等で休んでいるので臨

時職員の配置があったということです。 

 

山田伸幸副分科会長 今言われた臨時職員の給与は計上されているんですか。 

 

岩佐健康増進課長 臨時職員の経費については、人事課で一括して挙げている

と思いますので、総務費の中に入っているのではないかと思っています。 

 

吉永美子分科会長 新火葬場整備費、１８４、１８５ページの上段まで。お手

元に工程表、進捗状況を出してもらっていますので、それも踏まえて質

疑があれば。 

 

大井淳一朗委員 資料を見る限り、計画どおりに行っているということですが、

これは現時点においても変わりないし、今後も遅れるようなことはない

という判断で考えているんですか。 

 

深井市民生活部次長 お手元にお示ししています工程表の黒い線、これは契約

時に施工業者から提出された工程表に基づいて作っているものです。こ

の計画の中には例えば雨とかそういったことで工事ができないという日

も含めてのものですので、天候によって多少左右されるところもありま

すけれども、今のところ予定どおり行っていまして、晴天が多ければそ

れだけ工事も早く進むと考えています。 

 

大井淳一朗委員 道路からの入り口が狭いとかそういう不具合は今ありますか。 

 

深井市民生活部次長 今のところ聞いていません。 
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山田伸幸副分科会長 以前周辺２００メーター以内ですか、まだ了解を得てい

ないところがあるとお聞きしていたんですが、その辺は解決しているん

ですか。 

 

深井市民生活部次長 建設に係る同意書をもらっていない方が３名ほどいます。

その方たちに昨年暮れに年末の挨拶に伺いました。３人とも話をするこ

とができました。そのとき直接同意書の話はしていないんですけど、こ

れまでの工事の中で何か迷惑になることがありませんでしたかという質

問をしましたら、非常ににこやかに何もありませんよと言われました。

初めてお会いすることもできた方もいますが、非常になごやかに挨拶が

できましたので、同意書については今後前進していくのではないかとみ

ています。 

 

山田伸幸副分科会長 担当課ではその後同意を求めていく動きはしていなかっ

たんですか。 

 

深井市民生活部次長 同意書を求める作業はしていましたけれども、なかなか

お会いすることができませんでした。 

 

矢田松夫委員 市場の方で苦情が出たのは、工事現場が見えると、できた後は

斎場が見えるということだったんですが、現状見えていますよね。その

辺のことについての苦情はなかったんですか。負けたということですか。 

 

深井市民生活部次長 負けたというふうに思っておられるかどうかは分かりま

せんけれども、峠の市場から見えることに対しては何もありませんでし

た。 

 

山田伸幸副分科会長 以前の一般質問の中で、そういった火葬場については一

般道から見えることのないようにという答弁であったと思うんですが、

それは今後改善されるということなんですか。 

 

深井市民生活部次長 今工事中ですので、高いクレーンとかそういったものは

見えますけど、恐らく出来上がったときには峠の市場の裏に木が生えて

いますので、その木が遮って、恐らく建物は見えないのではないかと思
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っています。 

 

山田伸幸副分科会長 その峠の市場との境の辺りに植栽とかの計画は何もない

ということでいいんですか。 

 

深井市民生活部次長 建物が出来上がった後に外構工事を行います。その外構

工事の中で、高木等必要な数だけ植えていきたいと思っています。 

 

矢田松夫委員 工程表には載っていなかったんですが、検討事項で右折レーン

については今後必要であれば検討すると回答があったんですが、その後

検討されたことはありますか。斎場の入り口です。 

 

深井市民生活部次長 その後、検討はしていません。 

 

矢田松夫委員 予算書ですが、異常に時間外労働が高く計上しているんですが、

どのような業務で超勤が発生するかお答えください。 

 

湯淺環境課課長補佐 執行委任ということで、建築住宅課あるいは下水道課に

業務をお願いしています。その中で今建築住宅課や下水道課が非常に忙

しくて、これぐらい必要ではないかという計上になっています。 

 

吉永美子分科会長 ２項の清掃費、清掃管理業務。 

 

山田伸幸副分科会長 このページでは一般職給３８人ということですが、全体

で何名いて、そのうち正規職員以外が何名いるのかをお答えください。 

 

木村環境事業課主幹 今現在、正規職員数で３９名です。臨時職員が１７名と

いうことですが、これは１７、１８、１９名辺りで推移しています。職

員の病休や育児休業の関係で、多少変動があります。 

 

山田伸幸副分科会長 センターの運営はそのほかに外部にも委託していますよ

ね、それは今言われた人数以外に別に入っておられるということでいい

んですか。 

 

木村環境事業課主幹 そのとおりです。 
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山田伸幸副分科会長 ごみ収納箱の設置補助金は自治会からあろうかと思うん

ですが、１００万円というのは何台を計上しているんですか。 

 

深井市民生活部次長 ごみ収納箱の補助金については、補助率２分の１で、上

限が２万円ですので、５０台分ということです。 

 

山田伸幸副分科会長 以前は金属用が推薦の中にあったんですけど、最近私ど

もの自治会では蓋が開けられないという方が非常に増えてきて、蓋をわ

ざわざ取って、上を網にしてロール状にして使っているということがあ

るんですが、高齢化に対応したごみ箱の設置も必要ではないかなと思う

んですが、検討されているでしょうか。 

 

深井市民生活部次長 ごみ箱の形状については、自治会長から示してもらって

いまして、市でこのようなごみ箱がありますよといった推薦はしていま

せん。ごみ箱については、高齢者でも使いやすいようなごみ箱がいいと

いうことであれば、自治会長からそれなりの申請があろうかと思います。 

 

杉本保喜委員 報奨費について説明をお願いします。 

 

深井市民生活部次長 これは資源ごみ再利用化推進奨励金で、例えば子ども会

が廃品回収をしてリサイクルにできるごみについてはリサイクル業者に

売り払ったりという作業がありますけれども、その売り払った量に応じ

て奨励金を団体に交付しているものです。金額については１キロ当たり

３円となっています。 

 

杉本保喜委員 昨年に比べるとかなり多く予算取りをしているんですけど、こ

の理由は何ですか。 

 

深井市民生活部次長 第二次総合計画のときにもあったんですが、申請される

団体の数が年々減っています。ですので、環境課としましては申請され

る団体の数を増やしたいと思っているところです。ＰＲ等もして、リサ

イクルに意識を強く持ってもらって、申請される団体の数を増やしてい

きたいということで予算を増やしています。 
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山田伸幸副分科会長 減っていった原因になるか分からないんですが、たしか

この補助金は金額下げられましたよね。そのことが影響しているんじゃ

ないですか。 

 

深井市民生活部次長 それについては、額が減ったということはゼロではない

かもしれませんけれども、一番多く減った団体が子ども会です。子ども

会が以前は１６０団体ぐらい申請をもらっていたんですけど、２８年度

には１００団体にまで下がりました。ほかにも例えば福祉団体も活動の

回数が減ってきているところもありますので、老人クラブの方も申請を

されている団体もありますので、少子高齢化が一番大きな要因ではない

かなと考えています。 

 

山田伸幸副分科会長 私どもの自治会でも年に２回子ども会が集めているんで

すが、以前は１万ぐらい行っていたんですね。最近では二、三千しかな

らないんですよ。その辺でこんなんならしないほうがいいという感じで、

補助金が安いがためにそういう印象を受けていますし、自治会の総会な

んかでもちょっと問題になったこともあるんですね。以前は老人クラブ

なんかもやっていたと思うんですけど、この単価を変えるという検討は

されないんですか。 

 

深井市民生活部次長 先ほど補助金と言われましたが、これは補助金ではなく

て、奨励金です。奨励金ということですので、リサイクルに対して何ら

かの行動を起こしたということに対するお礼の意味であったり、御褒美

であったり、そういった意味合いを持つものですので、単価を上げるこ

とについては今のところ考えていません。 

 

吉永美子分科会長 次の塵芥処理費でごみ収集処理業務と、焼却灰再利用推進

事業。 

 

大井淳一朗委員 １８７ページの委託料の一番下にある塵芥収集運搬委託料、

これは山陽清掃社の分ですか。 

 

木村環境事業課主幹 そうです。山陽清掃社に旧山陽地区のほうを委託してい

るものです。 
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大井淳一朗委員 この委託料の推移はどうなっていますか、だんだん減ってき

ているんですか。 

 

木村環境事業課主幹 詳細まではありませんけども、推移としては減ってきて

いるというか、数年前に多少上乗せといいますか、物価上昇率程度です

けど上げていまして、基本的にはずっと横ばいの状況だろうと思います。 

 

大井淳一朗委員 これは合特法に従って下水道の普及に下水道が完全になるま

では最後まで代替業務でやっていますので、下水道が普及すればこれも

下がってくると思いますので、その辺は精査してもらいたいと思うんで

すが、実際は協議とかされていますか。 

 

木村環境事業課主幹 基本的にはごみ処理量とか下水道の普及率とかそういっ

たものがありますので、この分については今後も協議をしながら、本当

に必要な例えば台数を走らせているかどうかとか、過剰ではないかとか

そういったものは随時協議をさせてもらいたいと思っています。 

 

山田伸幸副分科会長 焼却灰のことですけど、処理委託料、運送委託料それぞ

れ計上されていますが、焼却灰は持っていった後、どのような形状にな

ってきているのか、それはどのように利用されているのか、それを教え

てください。 

 

木村環境事業課主幹 ごみの焼却炉に入った燃やせるごみの中から最終的には

焼却灰というものが出てきます。そちらの主灰と空気中に舞い上がって

いくような飛灰というのがあります。こちらがそれぞれ性状が多少違い

まして、主灰のほうが砂のような、いわゆる灰に近い状態、あと飛灰の

ほうは粉じんのような状況がありますので、それぞれ出し方といいます

か、排出方法は違ってきますけど、最終的にはそれらは全てセメントの

原料化に向けて、排出をしている状況です。 

 

山田伸幸副分科会長 これらをセメント材料以外に利用というのは、例えばよ

そでは肥料化というのもやっているところもあるんですが、そういった

検討というのはされたことはあるんですか。 

 

木村環境事業課主幹 基本的にはこちらの焼却灰というものに関しては、山口
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県内一斉に山口県の事業の一環でその分全て無駄にすることなく、セメ

ント原料化に持っていこうという事業がありまして、そちらに各市町も

賛同して行っているという状況です。ほかの方法での処理方法とか、有

効利用というところは今のところは考えていません。 

 

山田伸幸副分科会長 具体的には委託先というのはどこなんでしょうか。 

 

木村環境事業課主幹 山口エコテックというところです。周南市にあります。 

 

山田伸幸副分科会長 問題は廃棄物を集めてリサイクルに回して収入になった

り、収入にならなかったりしていると思うんですが、この廃棄物の処分、

業務管理委託料で１，２００万計上されていますが、これをこれまで同

様に焼却一辺倒で行くのか、あるいは何らかの有機物については、利用

していく方向もあろうかと思うんですが、その辺での検討とかはされて

いるんですか。 

 

木村環境事業課主幹 １８９ページに挙がっています１３節委託料で、廃棄物

処分業務委託料の１，２００万円ということでありますが、説明します

と、この分についてはどうしても最後に出てきたごみの中で、プラスチ

ック類とか貴金属類等全てが上手に分けることができないものを共英製

鋼に持って行く分です。キロ２５円、１トンで２万５，０００円という

形になります。これもこちらのほうに最終的に持っていく分のときには

極力量を少なくするということは一生懸命やっています。そういうこと

で、市民の皆さんに御協力をいただいて集めた資源ごみ、新聞、雑誌、

ダンボールとか、その中からアルミとかスチール、スクラップ、鉄の分

とか非鉄とかペットボトルとかいろいろありますので、そちらのほうで

取っていただくところについては、全部それで取っていただいて、灰の

ほうについても、すぐに埋立てというわけではない、不適な灰はどうし

ても埋立てになりますが、そういったものも先ほど言いましたとおり、

山口エコテックに持っていって、リサイクルをするという形で極力埋立

てに持っていかないような形を取りつつ、それでもどうしても出てしま

うものについて、こちらの委託料を使って処理してもらっているという

状況です。 

 

山田伸幸副分科会長 埋立てというよりも非常に場所が限られてきているわけ
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ですけど、許容量に対して今何パーセントぐらい進んでいるんですか。 

 

木村環境事業課主幹 数字で何パーセントというのが正直、非常に難しい状況

ではあります。最終的に埋立てをするところですので、今の環境衛生セ

ンターの隣にあります小野田処分場、それと山陽地区の埴生にあります

山陽処分場という形です。今小野田の処分場も端的な数字だけで、いわ

ゆる計算上といいますか、案分を掛けたり、入ってきたものはそのまま

全て埋まるわけではないとかいう形で、ごみに対しては５０％程度が埋

まるだろうとか、このごみに対しては例えば不適になった灰とかどうし

てもこうしてもならない塊とか、後は皆さんが持ってこられる泥土、溝

を清掃した泥とか、そういったもの１００％埋まってしまうとかという

ことで、物によってそのまま埋まるものもあれば、そうでないものもあ

るというのがありますので、なかなか数字化して何パーセントぐらいで

すというのがちょっと言えないんですが、今の感じでいくとそこそこた

まっているのかなと、半分は当然超えているのかなという状況です。た

だまだすぐ数年で一杯になるという感じではまだなかろうかと思ってい

ます。 

 

杉本保喜委員 今の委託料のところのごみ処理施設運転管理業務委託料、これ

について昨年より予算が多くあるんですが、この辺りのところの説明を

お願いします。 

 

木村環境事業課主幹 環境衛生センターを平成２７年度から日本管財環境サー

ビスに３年間委託をしているところです。新たに３０年度から３２年度

までの３年間を決めていくわけですけども、当然それから年数もたって

いますので、その辺の上がり幅を見ています。それと今から業者を決め

ていきますが、もし運転業者が替わった場合に引継ぎをしないといけな

いことが発生するかもしれないということで、引継ぎ分を３か月分程度

ぐらいを想定したもので、一緒に入れていますので、実際は例年とほぼ

変わらない、ちょっと上乗せの程度プラス引継ぎ分が今年度分にちょっ

と入っていると。業者が替わらなければそこを使う必要はないと思って

います。 

 

山田伸幸副分科会長 環境衛生センターを造り替えられて以前より小さめの施

設になっているわけですけども、市民及び事業者が持ってくる量は以前
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と比べてどういう状況になっていますか。 

 

木村環境事業課主幹 事業所と市民ということでいけば、この数年では一番ピ

ークだった２７年辺りからすると、事業所系のほうが次の年と今の２９

年度の途中の推移を見ますと、２，０００トンぐらい減ってきている状

況です。それと市民については、数十トン程度でさほど変動はないと思

っています。 

 

松尾数則委員 １５節工事請負費の内容について教えてもらえますか。 

 

川上環境事業課長 これは山陽処分場の調整池を平成２９年度、今年度で設計

委託をしていますので、平成３０年度におきましては、その山陽処分場

の調整池の整備工事、遮水シートを敷きますので、その工事費です。 

 

吉永美子分科会長 次のし尿処理業務。 

 

山田伸幸副分科会長 この新しい施設ができるときに山陽からは全部持ってく

るとたしか変わったですよね。それはたしかそのルートも含めて、地元

ともかなり協議をされてきたと思うんですが、何か苦情等そういうのは

入ってないでしょうか。 

 

川上環境事業課長 中継所から浄化センターのほうにということですか。それ

については、今のところ私では苦情は聞いていません。 

 

吉永美子分科会長 次の１０ページの債務負担行為、新火葬場整備事業、ごみ

処理施設運転管理事業。ないようですので、４款衛生費の審査が終わり

ましたので、ここで職員入替えのため１１時４０分まで休憩します。 

 

午前１１時３４分 休憩 

 

午前１１時４０分 再開 

 

吉永美子分科会長 それでは、休憩を閉じ、民生福祉分科会を再開します。審

査番号２番の３款民生費ですが、先日８日は審査事業の１９番、２０番、

２１番の説明はありましたが、質疑を行っていませんでしたので、質疑
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を行います。まず、１９番、放課後児童対策事業（放課後児童クラブ）

について質疑はありますか。 

 

矢田松夫委員 社協が年間を通じて保育士の募集をしているんですが、今年度

こういう予算で委託して、途中で事業の縮小があり得るということが予

測されるような状況になっているんですが、そういうことは考えていま

せんか。 

 

川﨑こども福祉課長 社会福祉協議会では支援員の確保が大変難しいという状

況で、年を通じて募集を掛けている状況です。少ない支援員の中で、社

協が上手にシフトを組んだりして事業を運営してもらっています。支援

員がシフトを組んでもうまくいかないようになれば事業の縮小も考えら

れなくはないんですが、現在はそこまでの体制ではなく、事業は進めて

いってもらえる状況です。 

 

山田伸幸副分科会長 この委託料の中で人件費は支払われているんじゃないで

すか。その単価は幾らですか。 

 

川﨑こども福祉課長 保育業務委託料の中には、児童クラブ支援員の賃金は含

まれています。その賃金については、２６年度から毎年アップしており、

現在は、有資格者、保育士等の資格がある方で時給が９００円、資格が

ない方が８２０円で提示をしています。 

 

山田伸幸副分科会長 その単価は市で決定して、社協に委託するということに

なると思いますが、近年、保育士の資格を持っていても仕事に就かない

人が随分いるということが分かっているんですが、その一つの原因がこ

の単価の低さにあると思うんですが、そのような検討はしていないんで

すか。 

 

川﨑こども福祉課長 支援員不足にはいろいろな理由があると思っていますが、

賃金も一つの要因と思っています。これについては他市の状況も把握し

ながら、また、市の臨時職員との整合性、そのようなものも関係します

ので、関係課と随時協議しているところです。今後についても関係課と

協議は進めていきたいと思っています。 
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矢田松夫委員 ８３ページの評価点のところで、実施主体の適正化というとこ

ろで、社会福祉法人に委託ということで評価が３点付いていますが、社

協しかなかったということで３点ですか。それとも本当はたくさんの事

業団体に委託をするということになると思うんですが、市内には社協し

かいないと。今度小規模ですが、新しいのができますけど。先ほど質問

したように、支援員の数がだんだん少なくなっているということで、事

業を縮小せざるを得なくなると思うんですが、そういった事業者の拡大

は考えていませんか。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 事業の方法として、直営もあろうかと思いますが、

児童クラブについては委託という形式を取っています。その中で、今年

度までは社会福祉協議会のみの委託となっていますが、こちらとしては

待機がある中で、もっと多様な受託者を求めているところですが、現在

は結果としては社協しかいないということです。ただ、来年度について

は真珠保育園、こちらも社会福祉法人ですけど、受託してもらえるとい

うことで、一部拡大しているところです。 

 

大井淳一朗委員 社協ありきではなかったと思うんですけど。募集を掛けて、

社協しかいなかったと。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 児童館については、指定管理ということで募集し

てやっていますが、児童クラブについては既存のところは随契という形

でやっています。 

 

大井淳一朗委員 社協は社協で一生懸命されているのは分かるんですが、以前

委員会で児童クラブと児童館で同じような対応というか、社協ありきで

はいけないんじゃないかという指摘があったので質問したんですが、今

後、この後の事業とも絡むんですが、真珠保育園がする分とそれ以外で

分けて委託を考えていくんですか。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 現段階では、来年度から新たに委託する予定の真

珠保育園の厚狭第二児童クラブ以外は社協でお願いしています。今、待

機があるところについては、今後新たな受託者が現れれば検討していき

ますし、既存のところも新たに児童クラブ事業を行いたいという事業者

が現れれば検討の材料になると思います。 
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山田伸幸副分科会長 ８５ページの事務事業評価の中で、課題と今後の方向性、

改善時期、それと特記事項が国県支出金の超過交付分の精算ありという

ことですが、この中で今後の方向性で、事業の進め方に改善が必要とな

っていますが、これはどういった内容を示すのかお聞きします。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 上の課題を受けて、今後の方向性について改善と

いうことで、来年度から取り組む予定である開館時間の延長とか保育料

の改正とか、そういったところを改善していくということです。 

 

山田伸幸副分科会長 次の特記事項が国県支出金の超過交付分の精算ありとな

っていますが、これはどういった内容ですか。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 これは２８年度の事務事業評価シートですので、

２８年度事業において実際にもらった国、県の交付金に対して、事業の

精算を行ったところ、若干返還が生じているということです。 

 

山田伸幸副分科会長 ８６ページの表で、クラス数を増やして申込者増に対応

したというのは、ここからも見て取れるんですが、特に須恵児童クラブ

は児童館と少し離れますよね。その点で、緊急時の対応が難しいんじゃ

ないかと想像するんですが、連絡体制あるいは応援体制等が組まれてい

るのかどうか。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 緊急時というのは、空き教室で何か起こったとき

にということであれば、新たに空き教室にも直通の電話を設置していま

す。確かに別棟になってしまうんですが、その辺りの連絡調整について

は連携を取ってもらっていると認識しています。 

 

山田伸幸副分科会長 最近、保育の研修会に行ってきたんですが、その中で、

子どもの事故の発生件数が多いのにびっくりしたんです。保育所でそう

ですから、当然児童クラブにおいても、けがはしょっちゅうあると聞い

ていますが、そういった対応が、一人で２０人を見るんですかね、かな

り難しいんではないかなと想像するんですが、そういう事故の対応もき

ちんとされていかないと、人員的な確保も含めて必要になっているんで

はないかと思うんですが、その対応についてお聞きします。 
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大濵こども福祉課課長補佐 クラブの中でそういった事故が起こることは毎年

あります。それについては速やかにこちらに報告があります。その対応

ですが、基準としては１クラス二人の支援員ということで、４０人であ

れば一人２０人になりますが、特に配慮が必要な児童がいる場合は、社

協とうちで協議した中で、支援員の加配とか、そういったことは行って、

事故が起こりにくい体制は整えているところです。 

 

山田伸幸副分科会長 一人で見る子どもの数は、基準があると思いますが、そ

れは国基準ですか。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 国からも一定のガイドラインという形で示されて

いますし、市でもそれを規定しています。 

 

大井淳一朗委員 厚狭児童クラブについては、第二児童クラブを作ることで一

応１年から３年までですが、待機は解消されます。それに対して高千帆

児童クラブは、この表を見る限りでは待機が解消されない状況が続くわ

けですが、空き教室の活用も含めて今後高千帆児童クラブに対してどの

ように対応していくんですか。 

 

川﨑こども福祉課長 高千帆児童クラブについては、なかなか拡充方策が一番

いいという方向が定まらない状況ですが、一つ案を持っていますので、

それについて今後実施できるかどうかを、来年度できるだけ早急に検討

していきたいと思っています。 

 

大井淳一朗委員 以前、総合教育会議の中で高千帆中学校の空き教室を使うと

いう案があったわけですが、それも含めて考えているということですか。 

 

川﨑こども福祉課長 そのとおりです。高千帆中学校の空き教室、学校側とし

ては条件が整えば協力していいよというお返事をもらっていますので、

その辺りの条件、やはり中学校生徒の登下校する時間に児童クラブの子

どもたちが児童クラブに登校してくる状況で、その辺りの安全面の配慮

を来年度に入って早急に詰めていきたいと思っています。 

 

山田伸幸副分科会長 高千帆については立地が非常に狭いということがあって、
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高千帆中学校を使うというのは子どもたちにとってどうですか。わざわ

ざ児童館を通り過ぎて向こう側へ行かなくちゃいけない。小学校内にそ

ういう施設を整備するという形は取れないんですか。 

 

川﨑こども福祉課長 そういったことも含めていろいろ検討しているところで、

確かに小学校の敷地内に整備ということもいい案だなと思っているんで

すが、学校側の意見もそこまで検討していないところですので、先ほど

の高千帆中学校の空き教室を含めて、今後ほかの方策の案も含めて関係

課としっかり協議をしていきたいと思っています。高千帆児童クラブの

拡充については幾つかの案は持っているんですが、今まだ方向は決まっ

ていないというところです。早急に検討していきたいと思っています。 

 

大井淳一朗委員 １年生から６年生まで受入れをする方向性だと思うんですけ

ど、現状はなかなかうまく行っていないところもあります。本市とすれ

ば１年生から６年生までを全地域で受け入れていく方向なのか、あるい

はなかなか難しいので１年から３年までをベースにしながら、どうして

も格差、言い方が余り好きじゃないんですけど、そういったことはやむ

を得ないという、本市の対応としてはどちらを考えていますか。 

 

川﨑こども福祉課長 当然、市内全クラブで６年生までの受入れを行うことで

拡充の計画を考えています。次の事業シートになりますが、施設面とか

支援員の確保ができれば、順次受入れができるところについては６年生

までの受入れをしていく方向での経費等の計画を立てています。 

 

山田伸幸副分科会長 近年、子どもに対する犯罪行為、宇部でも一昨年にあり

まして、どんどん都会化しているという状況が見られるんですが、幸い

なことに事件に巻き込まれたという話は聞いていないんですが、それへ

の対応はしっかりしておかなくちゃいけないと思います。そうなった場

合、遠くまで子どもを移動させるというのは、なかなか選択に入れるべ

きではないと思うんですけど、小学校若しくはすぐそばに児童館、ある

いは児童クラブがあるのが一番望ましいと思うんですけれど、担当課及

び山陽小野田市としては児童クラブの在り方についてどのような考えを

持っているのかお聞きします。 

 

川﨑こども福祉課長 今頂いた意見も含めて、担当課としては今のような考え
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方も持っていますので。しかしながら、敷地の面であるとか経費的なこ

とであるとか、いろいろな関係材料がありますので、今頂いた意見もし

っかり念頭に置いて、今後いい方向で検討していきたいと思っています。 

 

矢田松夫委員 先ほどの川﨑課長の回答にちょっと違和感を感じるんですけど、

結局１クラスを増やしていくというのか、１点突破のやり方ではなくて、

市内には１年生から６年生までを引き受ける事業団体、支援者がいない

中で、無理じゃないのか。来年度また考えるのではなくて、できないん

じゃないんですか、現状は。まず事業団体がいないでしょ、社協以外。

それから支援員も、保育士そのものも少なくなっている状況の中で、例

えば高千帆児童クラブで待機の解消をするという３１年度ですね。ほか

にもこの表一覧して見ますと、本来なら１年生から６年生まで受入れし

なくてはいけないのに、斜線が引いてあるところがたくさんある。それ

らを全部解消するのは無理な状況じゃないですかね。無理とはよう回答

できないと思うんですけど、現状考えたら。 

 

川﨑こども福祉課長 今年度については、有帆を４月から６年生までの受入れ

を開始します。そして本山、小野田についても年次的に支援員の確保の

見込みが立ち次第、施設的には可能であると思っています。厚狭につい

ても来年度から真珠を新たに委託しますので、その状況を見ながら６年

生までの受入れがもし可能であればまた進めていきますし、施設的に不

可能であればまた違った施設も検討しないといけないということがあり

ます。高千帆が今一番懸案事項ですが、支援員の確保が難しいという状

況をまたこれも関係課と協議しながら賃金面とかを解決していかないと

いけないことではあるんですが、全く不可能とは思っていません。 

 

矢田松夫委員 それでは６年生まで受け入れる可能性の方法を教えてください。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 来年度４月から有帆を６年生まで拡充しますが、

既存の施設を活用して、備品をそろえることで受入れが可能ということ

で、そのように対応しているところです。本山についても、その施設の

中に机とか椅子を配置できるスペースがありますので、備品をそろえて、

もちろん支援員もその分配置しないといけませんので、そういった配置

等を考慮する中で、６年生までの拡充を考えています。そのほかについ

ては、まだ予定ということになりますので、可能かどうかという検討は
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これからもする必要があるんですが、赤崎児童クラブについても、昔、

小学校内に児童クラブ室というのがあったんですが、そちらを小学校に

使ってもらっています。そういったものの転用とか、小野田児童クラブ

については隣の児童館スペースが割と広く取ってあるので、それを一部

使って拡充するとか、そういった形で既存のものを活用する中でできる

ものについては、物と人を整備する中で順次拡充したいと考えています。 

 

大井淳一朗委員 旧小野田は各校区に児童館が整備されているんですが、一般

質問や委員会でもあったんですが、小野田は旧図書館ということでかな

り耐震性にも問題があるんじゃないかという指摘もあったところなんで

すが、これについてどうなんですかね。方向性というのが、そういった

一般質問等を受けてどのように考えているでしょうか。小野田小学校の

空き教室ということも考えていくことも必要、あるいは向かいのハロー

ワークを使うとか、県有施設ですから難しいところもあるんですが、小

野田児童クラブについては方向性を早急に考えたほうがいいと思うんで

すが、いかがですか。 

 

岩本健康福祉部長 小野田児童館については施設の耐震性に少し疑問があると

いう、これまでの一般質問でもあったとおり、そのとおりであると思っ

ています。したがいまして、今後長く使うということは施設的にも老朽

化していますので無理だろうと思っています。ただ、現在の需要がある、

それに対して応えていく必要もありますので、そこを両方にらみながら、

当然耐震化についても今後考えていかなくてはいけないんですが、また

その代替施設があるかどうかというところも考えながらやっていく必要

がある、並行で考えていく必要がある、現状の対応も必要であるという

ことで、そういうような状況にあるということも理解いただけたらと思

います。 

 

吉永美子分科会長 それでは、午前中の審査を閉じまして、午後は１３時５分

から開始します。 

 

午後０時６分 休憩 

 

午後１時５分 再開 
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吉永美子分科会長 それでは休憩を閉じまして、民生福祉分科会を再開します。

次の審査事業２０番、８７ページからですが、質疑のある方。 

 

大井淳一朗委員 先ほどから話のある厚狭第二児童クラブのことだと思います

が、この事業自体はいいことだと思いますが、学校から離れた民間に頼

むというやり方も急に決まったようなイメージを受けるんですが、この

事業を始めるに至った経緯を教えてください。 

 

川﨑こども福祉課長 これは、もう二、三年前ぐらいから市全体の児童クラブ

で待機児童が生じ始めた頃から、民間委託等も視野に入れてというとこ

ろで、いろいろな市内の民間事業所、特に他市等の状況を参考にして、

幼稚園とか保育園とかに打診を常々していました。このたび、真珠保育

園がちょうど園の隣の空き店舗を借りる機会が生じたので、前々から話

があった児童クラブを始めてみようと思うがという話をもらったという

ことです。 

 

大井淳一朗委員 この施設は私も詳細は分からないんですが、学校から少し離

れていますよね。先ほどの話からあったように、小野田の児童館は学校

に近接していることがほとんどですが、少し離れていることについて、

今後どうして行かれるんですか。 

 

川﨑こども福祉課長 確かに小学校の敷地内でもありませんし、すぐという場

所でもありませんが、児童が歩いて行くのにさほど遠くとも思っていま

せんし、逆にこのたび４月入所する児童については、真珠保育園又は幼

稚園に兄弟児が在園している方が入所していますので、お迎えとしては

とても適当な場所だと思っています。 

 

大井淳一朗委員 当面は１年生から３年生まで待機を解消するためにこの事業

はあるわけなんですが、どういった形で今後は募集を掛けていくんです

か。片や小学校、片やこちらの第二ということで、運営主体も違うんで

すが、どのような基準で振り分けていくんですか。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 これまでどおり厚狭児童クラブとして一括で募集

を掛けます。その希望された中から、在園児が兄弟にいるとか実際に卒

園児であるとか、そういったところを条件に振り分けを行って入所する
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児童を選定している、もちろん保護者の要望も聞いた上での振り分けと

なります。 

 

大井淳一朗委員 今回、真珠保育園にやってもらうのはすごい有り難いことで

はあるんですが、ここの土地は真珠保育園の土地ですか。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 土地は借地となっています。真珠保育園が借地料

を払って運営されますが、その借地料についても委託料の対象となって

います。 

 

大井淳一朗委員 その借地料は幾らですか。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 月に２０万円と聞いています。 

 

大井淳一朗委員 以前から、旧山陽でよくあったんですが、借地上に公共施設、

これは厳密には公共施設ではないんですが、そのような運用、今回２０

万円をずっと払い続けていくということになるんですが、事業自体はす

ごくいいことなんですが、その形態が疑問に思っています。今回２０万

円ですが、極端な話１００万円になった場合に１００万払うんですかと

いうことがある。賃料を負担するにしても今後、少し上限設定とかを考

えなくてはいけないと思うんですが、そこまでは検討されていますか。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 国の基準があり、借地料についても上限がありま

す。もちろんそれを超えた部分については事業主の負担になりますが、

今回については上限の範囲内になっていますので、委託料の中でお支払

するということになろうと思います。 

 

大井淳一朗委員 その分は全部一般財源ですか。国庫支出金とか県支出金が３

分の２ありますけど、それも含めて賃料も３分の２出るんですか。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 言われるとおり、国、県の支出金３分の１ずつあ

りますので、市の負担は３分の１となります。（「賃料含めて」と呼ぶ

者あり）そのとおりです。 

 

大井淳一朗委員 振出しに戻りますが、これをずっと続けていくんですか。こ
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れは一時的なもんじゃないでしょ、続けていくんでしょ。これ、少し考

えたほうがいいと思うんですけど。 

 

川﨑こども福祉課長 一時的なものとか継続的なものとかきちんとした考えを

持っているわけではありませんが、現在、他市においてもいろいろな形

で直営でしているところもあれば、社会福祉協議会に委託しているとこ

ろもあれば、民間の事業所、幼稚園、そして地縁団体に委託していると

ころ様々です。ですので、児童クラブの委託の方法は様々な方式があっ

てもいいのかなと思っています。今後、児童数の状況であるとか、受託

業者の状況とかに応じて、市として適正な委託方法を考えていくことに

なろうかと思います。 

 

大井淳一朗委員 ３分の２の補塡があるとはいえ、３分の１は市が支出するわ

けですから、極力賃料が発生しない形、要は委託業者所有の土地でこう

いう事業をやってもらうことを、今回は要望したいと思います。 

 

矢田松夫委員 借地料となれば、これまでは有馬学園がそこを送迎用の土地で

使っていたということですが、今後ここはもう土地も入れて第二児童ク

ラブという認識でいいんですか。有馬学園が使うということはないんで

すね、個人で。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 児童クラブ用の用地としてとなります。 

 

矢田松夫委員 ですから、有馬学園で幼稚園と保育園の保護者の方が子どもを

迎え入れたり、いわゆる駐車場に使うことはあり得ないと理解していい

ですね。 

 

川﨑こども福祉課長 確かにあそこの借地料は児童クラブの委託料として対象

になっていますが、使用用途については施設側で考えられて、もし保育

園用途で使われることがあれば経費案分という形での委託料の算出にな

ろうかと思います。 

 

矢田松夫委員 もう４月１日から使うのに、いまだにそういう状況では困るん

です。なぜかといえば、小学校の授業を終えてあそこに来るという人が

非常に危険というか、場所も狭いし、そういう中でいまだに借地関係。
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市も借地であれば車の出入りは禁止すると制限をしたほうがいいんじゃ

ないかと思うんですがどうですか。 

 

川﨑こども福祉課長 ここの土地は市の土地というわけではなくて、真珠保育

園が借りられている土地ということになりますし、使用方法については、

きちんと市からも指導したいと思っています。 

 

矢田松夫委員 支援員は何名で運営されるんですか。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 １クラスの運営になりますので、基本的には２名

ということになろうかと思います。 

 

山田伸幸副分科会長 先ほど借地料が２０万円ということでしたが、これは何

年をめどに借地料を支払い続けていくんですか。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 不動産屋を介して契約を結ばれているんですが、

聞いた話ではたしか１０年が一区切りのようなことは言われていたよう

な気がします。 

 

大井淳一朗委員 先ほど聞き漏れたんですが、国の上限額を、この場合は幾ら

かについてお示しください。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 国の基準では年額約３００万円が上限となってい

ます。 

 

大井淳一朗委員 いずれにしても、山田委員も言われたようにこれをずっと払

っていく形になるんで、この賃料については過度な介入はできないかも

しれませんが、少し市も間に、時折チェックして算定を注視して、それ

以外の部分はちゃんとやってもらえばいいんですが。その賃料について

は少し注視してもらいたいと思います。 

 

吉永美子分科会長 次の２１番児童クラブ開所時間延長事業について、質疑の

ある方は挙手をお願いします。 

 

山田伸幸副分科会長 以前は「おおむね」という形でいい加減な表現がしてあ
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ったんですが、このたびこの開所時間についてはどのような表現になっ

ているんですか。 

 

川﨑こども福祉課長 先日の委員会で条例改正のことでも審議した内容ですが、

時間についてはこれまでも条例では「おおむね」という言葉は使ってい

ません。定員についてはおおむねという言葉を使っていましたが、時間

についてはきちんと明記していました。このたびの改正においても、き

ちんと午前８時から延長保育を行うという内容の表記にしています。 

 

山田伸幸副分科会長 保育時間の延長ということですが、９１ページの表によ

ると、県内他市に比べて保育時間が優れているわけではないと思います

が、実際に利用者からの声は届いているんですか。 

 

川﨑こども福祉課長 利用者からの声は、市の窓口に児童クラブの手続をされ

る際とか、児童クラブの支援員を通じて、そのほか学校関係者からも意

見をもらっていまして、現在就労形態の多様化等により児童クラブの開

所時間を早めてほしいという要望は、市へも届いています。このたびそ

れを受けまして、一番要望の強い朝の開始時間の延長を行うこととした

ことです。夕方の延長保育についても要望は確かに把握していますが、

先日の条例改正の審議でも申しましたとおり、支援員確保ができないこ

とにはその辺りも確実に実施できないというところで、まず段階的にと

いうところでこのたびは朝の開所時間の延長を始めたというところです。 

 

山田伸幸副分科会長 延長している子どもの帰宅は迎えが原則ですか。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 現段階では５時以降が延長となるんですけど、５

時を過ぎると保護者の迎えが原則となりますので、自主下校はできない

ことになっています。 

 

吉永美子分科会長 次の２２番子ども医療費助成事業について、執行部の説明

をお願いします。 

 

別府こども福祉課主査 子ども医療費助成事業について説明します。皆様御承

知のこととは思いますが、子ども医療費助成事業は小学１年生から中学

３年生までの児童の保険適用医療費自己負担額、３割分ですが、このう
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ち一部を助成して自己負担を２割にすることにより、子育て世代の経済

的負担の軽減を図り子どもの保健の向上に寄与し、児童の福祉の増進を

図るという事業です。事業の開始は平成２６年８月ですが、平成２８年

の８月に対象年齢を小学３年生から中学３年生までに拡大をしています。

制度に該当するためには、児童の父母の市民税所得割額による所得要件

を満たす必要があります。事業の活動指標は受給者証の発行者数とし、

制度開始時の対象者数、小学１年生から小学３年生までと、制度拡充後

の対象者数、小学４年生から中学３年生までを分けて記載をしています。

事業の評価については妥当性、有効性、効率性とも認められると考えて

います。９４ページの事業費についてですが、子ども医療費助成の扶助

費として２，２００万円を計上しています。財源については、ふるさと

支援基金を５００万円、高額療養費を３０万円、残りの１，６７０万円

を一般財源としています。資料の９６ページに、県内他市の状況を一覧

表で示しています。対象年齢を中学３年生までとしているのは、山陽小

野田市ほか５市です。助成割合を自己負担部分の全額３割としているの

は、山口市ほか８市です。所得制限を設定していないのは、下関市ほか

４市です。 

 

吉永美子分科会長 執行部からの説明が終わりましたので、委員の皆様の質疑

を受けたいと思います。 

 

大井淳一朗委員 この事業をどう考えるかということなんですが、現在このよ

うな説明があったとおりなんですが、今後、所得制限を撤廃していくの

か、あるいは割合を今の１割を３割にしていくのかということが考えら

れると思うんですが、現実かなうかかなわないかはまた別の議論だと思

うんですが、今どちらの方向を考えているんですか。所得制限を撤廃し

て、１割をそのままにするのか、それとも所得制限はキープして３割に

していくのか、あるいは対象年齢を上げていくのか。検討状況はいかが

ですか。 

 

川﨑こども福祉課長 今後の拡充する場合の方法としてはいろいろな手法があ

るんですが、担当課においても考え方としては悩ましいところであると

思っています。３割に割合を拡大するのか又は高校卒業まで拡大するの

か、そこについては課の中でも明確な方針はまだできていないところで

す。これからいろいろと研究していきたいと思っています。 
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大井淳一朗委員 この制度を福祉政策と考えるのであれば、所得制限はずっと

キープした上で１割から３割、あるいは対象年齢を上げていくというこ

とになるし、子育て支援と考えるのであれば、所得制限というのは余り

こだわらないほうがいいとは思ってはいます。それでいろいろ算定して

いくんですが、所得制限を撤廃した場合と、あるいは所得制限を保った

上で１割から３割にした場合のシミュレーションをある程度立てている

と思うんですが、参考までにどれぐらいの金額なのかについて、示して

もらえればと思います。 

 

別府こども福祉課主査 まずシミュレーションをするに当たって、過去の実績

に基づいて行いますので、平成２８年度の実績ですが、これは当然、所

得制限を設定した上で、扶助費が大体２，２００万円という実績でした。

単純に考えれば、今、所得制限を設定していて、対象年齢に対して、実

際に受給しているのが大方６割ですので、所得制限を撤廃した場合は、

倍は行かないまでも、倍近い費用が必要になると考えています。したが

って、所得制限を解除した場合は、実績の２，２００万円が、大方倍の

４，０００万円近くになると考えています。（「キープした上で１割か

ら３割に増やした場合は」と呼ぶ者あり）単純に考えれば１割助成が３

割助成になりますので、３倍の六千数百万円が必要になると考えていま

す。 

 

山田伸幸副分科会長 県内他市と比べるのは好きな言い方ではないんですが、

都市間競争とかいろいろ言われているんですけど、やはり、子育て支援

という形で市長が打ち出しているので、特色あるものにしなくてはいけ

ないと思うんですけど、山陽小野田市のこの事業の特色は何ですか。 

 

別府こども福祉課主査 子ども医療費助成については、本市では所得制限を設

定した上で、１割負担で中学３年生までを対象として事業を実施してい

ます。組み合わせる要素として、対象年齢と、助成割合と、所得制限の

有無ということになろうかと思います。県内他市の状況を見てみますと、

一番進んでいるのは高校３年生まで助成している自治体もありますし、

助成割合で言えば３割助成が望ましいと思いますし、所得制限はないほ

うがいいかと思います。助成をすると費用負担が発生しますので、各自

治体ともそこについては組合せを、自治体ごとの工夫で、子ども医療費
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の助成を実施している状況と思います。本市の特色としては、今は子ど

も医療費の助成事業ですが、平成２８年に乳幼児医療については所得制

限を撤廃しています。そのときは県内で見ると多いほうではありません

でした。対象年齢にしても、助成割合を３割全額としているところは対

象者を小学校３年生までに設定していたり、範囲を狭めて設定していた

りしているところが多かったと思うんですが、そこについては本市では

中学３年生までと、対象者を大きく設定して、ただし、助成割合を１割

に設定していたということです。 

 

大井淳一朗委員 子ども医療費助成を拡充するときによく言われていたのが、

拡充をすると医療に掛かりやすくなるということで、インフレ化を起こ

すんじゃないかという意見もあるわけです。実際に拡充してみて、その

ようなことはありましたか。 

 

別府こども福祉課主査 そういった指摘は、よく耳にします。実際のところ、

所得制限をなくす前と後で、実際に比べたことがないので、詳細な分析

はできていませんが、私も子どもがいますが、病院に行かないといけな

いときはお金が掛かろうが掛かるまいが連れて行きますし、基本的には

そういう方が多いのではないかと考えています。 

 

大井淳一朗委員 所得制限を撤廃する、しないの比較ではなくて、数年前から、

中学３年生まで１割ですけど、やりましたよね。実際に拡充されて、先

ほど言った、医療のインフレ化は起きたんですか。 

 

別府こども福祉課主査 事業実施する前と後での比較ができていませんので、

そこについてははっきりとお答えできません。 

 

山田伸幸副分科会長 子ども医療費助成が子育て世代に対するアピールにつな

がっていくと思っていますが、残念ながら、先ほど言ったように特色が

見えてこないんです。他にないものがないと、注目もされないという状

況があるんですけど、何かこういうふうにしていきたいとか思いがあれ

ばお答えいただきたいと思うんですが。 

 

川﨑こども福祉課長 子ども医療費助成についての特色というのは、対象年齢

を広げて３割助成にしてということしか思い付かないので、なかなかこ
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の事業について他市に比べて特色を出すというのはとても難しいと思っ

ています。２８年度に本市においては他市に先進して拡充を図ったとこ

ろですが、その後、他市においても拡充を進めているところです。都市

間競争といいますか、そういった状況になっているところで、大変難し

い事業だと思っています。ですが、子育て支援の中では避けて通れない

重要な事業だと思っていますので、今後、関係課と協議しながら充実に

ついて検討していきたいと思っています。 

 

吉永美子分科会長 ほかによろしいですか。職員が入ってきますので４０分ま

で休憩します。 

 

午後１時３３分 休憩 

 

午後１時４０分 再開 

 

吉永美子分科会長 それでは休憩を閉じて民生福祉分科会を再開します。予算

書の１３２ページからで質疑はありますか。 

 

山田伸幸副分科会長 民生児童委員のことなんですけど、市内３エリアに分け

られているんですかね。自治会長にも是非推薦をと頼まれたりするんで

すけど、これは今一人で複数持っているような実例が発生しているでし

ょうか。 

 

渡部社会福祉課長 一人で複数の自治会をということですか。（「はい」と呼ぶ

者あり）二つの自治会にまたがってやっている民生委員もおられます。 

 

山田伸幸副分科会長 一つの自治会で一つの民生委員が一番理想なんですけど、

なかなか定数的にそうはいかないという理由も分かるんですけど、かな

り微に入り細に入り地域を訪問されて、家庭の中にまで入り込んでいく

という中で、他の自治会の人が行くというのはなかなか難しさがあろう

かと思うんですが、その辺でほかの自治会のも引き受けてやるというの

は、引受手そのものが、難しいんじゃないかと思うんですけど、そうい

う苦労はされていないでしょうか。 

 

桑原社会福祉課地域福祉係長 民生委員には複数の自治会を持っている方もい
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ます。複数を持っている自治会については、自治会の中に福祉員がいる

場合があるので、福祉員と協力を仰ぎながら活動している民生委員もい

ます。複数持っていることで活動の範囲が広がりますので、意見等も民

生委員からはもらっているところです。 

 

山田伸幸副分科会長 逆に市民から民生児童委員の対応というか、本来なら守

秘義務のあるところも近所に聞こえるような大きな声で対象者のところ

を訪問して対応している。あるいは配り物にしてもぞんざいに扱うとい

うのを聞いたことがあるんですけど、そういった民生児童委員そのもの

の資質向上といいますか、そういった研修はどのようにされているんで

すか。 

 

桑原社会福祉課地域福祉係長 民生委員の研修については、月に１回ほど民生

委員が集まる定例会があります。その中で研修を行ったり、事例等を通

してみんなで考えたりという研修をしていますし、県の民生委員・児童

委員協議会が主催する研修会にも参加したりというところで、民生委員

としての資質の向上をしています。 

 

杉本保喜委員 報酬の民生委員推薦会委員で１０名の方がいるんですけど、こ

の方たちはどういうことをしているんですか。 

 

桑原社会福祉課地域福祉係長 民生委員推薦会の委員については、民生委員・

児童委員の候補者の選任をするに当たって、推薦会を開くようになりま

す。この民生委員推薦会については民生委員法施行令に基づいて設置す

るとなっていますので、現在そのように設置しているところです。 

 

杉本保喜委員 民生委員の配置は基本的には１自治会に１名というのが基本だ

と考えていいんですかね。 

 

桑原社会福祉課地域福祉係長 そうではなく、民生委員の定数が県内各市にお

いて、定数が決められていますので１自治会に一つというわけではない

というところです。 

 

杉本保喜委員 何世帯に対して１名という基準と思っていいんですか。 

 



 

61 

 

桑原社会福祉課地域福祉係長 そのように考えられて結構です。 

 

杉本保喜委員 ほかの自治会にもまたがっていくということをお互いに了解し

合わなければいけないと思うんですよね。それから自治会長、民生委員、

福祉員の三者面談というのを社協が主催してやっているんですけれど、

今言われるように定員が決まっている中でやるとなると、どういう形が

地域住民にとって理解が得られるかというところは問題になってくると

思うんですよね。多いところは大体１自治会に１名、少ないところは３

自治会に１名ということもあるでしょう。自治会長がその辺りを理解し

ていなければ、新しい次の民生委員を選ぶ中で、非常に難しい問題にな

るだろうと思うんですよ。今言われたように民生委員の配置、存在はか

なり大きなウエートを占めているという中で、その辺りの啓もうはどう

いう形でやっているんですか。 

 

桑原社会福祉課地域福祉係長 啓もうについては、民生委員が替わられたとき

には自治会長にはこの方が民生委員になりましたという通知はするよう

になりますが、民生委員が活動する中で自治会長に聞いたりする場合が

あるかもしれませんが、啓もうについては行政としては余りしていない

というのが現状になっています。 

 

杉本保喜委員 現実に私の近傍にも民生委員がいないと。１００世帯以上ある

自治会なんですけど、ないまま１年過ごしました。次の人が出てくるか

どうかは期待薄なんですよね。なぜ啓もうという話をするかというと、

全体的にそういうような月に１回の民生委員の会合の中でも推薦委員の

方たちが入って啓もうするとかいうことをしないと、今のように自治会

長も１年交替でする自治会が非常に多くなっているんですね。そういう

中において、それぞれの存在がどういうものかというのがだんだん薄れ

ているような気がするんですよ。行政としてはそれは知りませんという

時代はもう過ぎていると思うんですよね。自分たちの業務をうまくやっ

ていくためには、ある程度のところを意見交換をし、お互いにフォロー

し合いながらやっていかなければこれから先は余計難しいと思うんです

よ。それと逆行してお年寄りはどんどん増えていると。そういう中にお

いて救急車が来るたびに民生委員が飛び出していって、うちの区域の人

じゃないだろうかということで走り回っている民生委員も実際にいるわ

けですよね。そういうことの中で次の民生委員を選ぶということにおい
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ても、非常に難しいんですよ。だからそれを難しくしないためには、自

治会長の集まりの中で民生委員の存在を理解してもらうとかいうような

一つの啓もう運動、機会教育をやる必要があると思うんですけど、その

辺りはいかがですか。 

 

渡部社会福祉課長 民生委員の不在地区がなかなか解消しないということで、

２月に不在地区の前民生委員・児童委員に対する聞き取り調査を行いま

して、６地区あったんですが、そのうち回答は４地区ありまして、いろ

いろな確保できない理由だとか、要望・改善とか聞き取りをしまして、

いろいろ意見が出たんですけどその中で改善としては高齢者の実態調査

がもっと簡素化してほしいとか、いろいろ今言われたように二つの自治

会にまたがっているところについては、認識の差を是正してほしいとか

いろいろ地域に民生委員が必要不可欠であるといったことを行政から訴

えてほしいとかそういう要望なんかが出ていまして、今それを取りまと

めて、こちらで社会福祉課でどういった形で自治会に関わっていくか、

自治会の総会などに赴いて説明をしたりとか、訴えていったりとか、そ

ういうことを今検討している最中です。今後そういったことを取りまと

めの結果を課内で検討して対応策を考えていきたいと思っています。 

 

山田伸幸副分科会長 以前市営住宅から追い出されて、住むところもなくて、

収入もないという人が夜間私のところに電話をしてきました。その際に

私の手には余るなと思って、市役所に電話をして、社会課の職員につな

いでもらって、電話を掛けたことがあります。そのときに大変迷惑がら

れて、結局対応してもらえなかったということがあるんです。今の職員

にはそういった方はいないとは思うんですけど、そのときに民生委員に

そういう相談ができるかどうなのか、事実上のホームレスになったよう

な人ですね。それは対応できるんでしょうか。 

 

渡部社会福祉課長 市営住宅を追い出されてということですかね。もともとそ

こに住んでいればそこの担当地区の民生委員に相談は可能だと思います。

直後であれば。ホームレスになって何年もというのではなくて、市営住

宅を退去させられた直後であれば、当然それまでの間はそこに住んでい

らっしゃったわけですから、民生委員に相談をしていただければ、社会

福祉課にはつないでいただけると思います。 
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山田伸幸副分科会長 非常に困難な事例ではあったんですけど、そういったと

きに、民生委員若しくは社会課の職員が連携を取り合って、まずその人

の命を救うために対応するということが非常に求められていると思いま

すので、今後も民生委員、社会課で対応できるような体制、研修も積ん

でおいていただきたいと思います。 

 

吉永美子分科会長 １３４、１３５ページ。 

 

大井淳一朗委員 １３節委託料の民生児童委員行政調査委託料ですが、この調

査した資料はどのような業務に生かしているんですか。 

 

桑原社会福祉課地域福祉係長 調査した資料は特に持ち合わせていなくて、こ

ちらは民生委員の活動費になります。 

 

山田伸幸副分科会長 生活困窮者自立支援事業委託料があるんですが、これの

活動内容等を教えてください。 

 

池田社会福祉課課長補佐 これについては、生活困窮者自立相談支援事業と生

活困窮者就労準備支援事業があります。前者のほうが必須事業となって

いまして、これは現在社会福祉協議会に委託している事業です。この内

容については、生活困窮者が抱えているもろもろの問題について、相談

を受け、それについての解決策を講じるということで必要に応じてプラ

ンを作成し、その方を支援していくということです。もう一つの就労準

備支援事業については、これは特定非営利活動法人のワーカーズコープ

に委託していますけれども、これについては就労にはすぐに結び付くの

が難しいような案件、例えば引きこもりの方とか、そういう方について

就労に至るまでのいろんな社会生活についての基本的な生活態度を身に

付けるとか就労に至る前にいろんな研修とかを受けて、いろいろと就労

に向けた予備的な活動、こういうものに参加していただいて、将来就労

に結び付けるという事業。この二つの事業について委託する委託料とな

っています。 

 

山田伸幸副分科会長 就労支援の事業の中で、こういう仕事がありますので、

あなたこういう仕事しなさいというふうな指導をされたことはありませ

んか。 
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池田社会福祉課課長補佐 就労準備支援のほうは直接に就労、例えば職安のい

ろんな就労について直接結び付くというのではなくて、就労に向けてい

ろいろ訓練を積むということになります。生活困窮者自立相談支援につ

いては、就労にすぐ結び付くような案件があれば、いろんな関係団体あ

るいは職安と調整をして、就労に至るということはありますが、最近の

案件については、なかなかすぐに就労に結び付くというのは難しいよう

に感じられます。 

 

吉永美子分科会長 国民健康保険特別会計繰出金があるので、ここで聞いてい

いのかなと思うんですけど、３０年度から例の何十年って国がペナルテ

ィ科してきましたね。乳幼児医療ですか、助成を国の基準以上にすると。

そのペナルティが３０年度から外されるから、浮いた分については、ほ

かの子育て支援に充ててほしいというのは国の考えで、これについては

山陽小野田市として大きな金額ではないですけれども、ほかの子育て支

援に充てるということで何か考えておられるかどうかお聞きします。 

 

岩本健康福祉部長 市独自の助成制度に対しての国のペナルティ制度はこれま

でも問題になっておりまして、解除されるという方向でありまして、そ

れが実質的には３１年度からとなります。３０年度の実績に基づいて、

３１年度からそういった善処がされるということになりますので、今後

その辺りどういうふうに運用していくかについて、詳細を詰めていきた

いと思っています。現在白紙です。 

 

吉永美子分科会長 ３０年度から外されると思っていましたけど、３１年度か

らということですね。３０年度一年間どうしようかと考える時間が逆に

言ったらあるということですね。是非何らかの子育て支援をやってくれ

というのは国の考え方ですので、お願いします。 

 

桶谷国保年金課長 この制度については、平成３０年度からペナルティ自体は

廃止されますが、ペナルティの精算そのものは１年遅れで精算されるこ

ととなりますので、３０年度においては２９年度分が精算されるという

仕組みになっています。 

 

吉永美子分科会長 実質３１年度からということで、何かしらの取組を期待し
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ています。次は障害者福祉費、１３６、１３７ページ。 

 

山田伸幸副分科会長 聴覚障害者の方に向けた磁気ループに取り組んでいる自

治体が増えてきているんですけど、山陽小野田市ではどういう状況です

か。 

 

兼本健康福祉部次長 現在のところ山陽小野田市では磁気ループを導入してい

る実績はありません。前回の委員会で教えてもらって、近隣を調べてみ

たんですが、県内では調べたところ９か所に磁気ループの設置ができる

ということですので、本市としても適用できるところがあれば、使って

いきたいと思っています。 

 

山田伸幸副分科会長 現在聴覚障害者の方が相談に来たときは筆談ということ

でしょうか。 

 

兼本健康福祉部次長 聴覚障害の程度にはよりますけれども、コミューンとい

う機械を使って、声を拡大して大きく会話ができるような機械も今年度

から設置していますので、それ以外のところは筆談という形になります。 

 

大井淳一朗委員 課長提案事業の中に筆談用のタブレットを導入する事業があ

りますが、それについて説明してください。 

 

兼本健康福祉部次長 これはタブレットといってもパソコン系のものではあり

ません。筆談ボード、書いてすぐ消せるというもので金額もわずか１万

未満ぐらいですので、さほどすごい機能があるというわけではありませ

ん。 

 

杉本保喜委員 報酬のところの自立支援協議会委員が昨年までは１８名だった

と思うんですけど、２名増えた理由を教えてください。 

 

岡村障害福祉課課長補佐 公募委員を２名増やしての２０名になっています。 

 

山田伸幸副分科会長 手話奉仕員等養成事業委託料というのがあったんですが、

手話は今公的な扱いになっていますかね。条例で手話も公的な言語とし

て扱うというところが増えてきているんですけど、山陽小野田市では手
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話は補助的な扱いになっているんでしょうか。 

 

兼本健康福祉部次長 手話言語条例を設置している市町もだんだん増えている

と私どもも認識していますけれども、本市においては現段階では条例と

しての設置はありません。 

 

山田伸幸副分科会長 これは手話の団体の人から以前お聞きしたんですが、市

が積極的に動かないとなかなか実現しにくい、市でそれを是非検討すべ

きであるということをお聞きしたことがあるんですけど、それを検討は

されているんですか。 

 

兼本健康福祉部次長 現在のところ具体的な検討までには至っていません。 

 

杉本保喜委員 委託料のところに手話奉仕員等養成事業委託料というのがあり

ますよね。今の話とこれとどうつながりがあるんですか。 

 

兼本健康福祉部次長 先ほど検討していませんと言いましたのは、手話言語条

例の制定です。手話奉仕員とか手話通訳者は昔から継続して事業として

行っています。 

 

矢田松夫委員 養成事業の委託料については、５８万ですけど、何人の委託を

されるのか。一番下の支援者派遣事業は何回を予定して、このような予

算を組んだのかお答えできますか。 

 

大坪障害福祉課障害福祉係長 まず手話奉仕員等養成事業ですが、講師料とし

て講師の方を２名ほど事業を行ってもらいますので、平成３０年度は入

門編３５時間ほど考えていますので、人件費と交通費等で予算を組んで

います。それと意思疎通支援者派遣事業委託料（単独）は平成３０年度

は希望がなくても配置する事業を１１事業考えています。それと聴覚障

害をお持ちの方から希望があった場合に設置する事業を２事業想定して

予算を立てています。 

 

吉永美子分科会長 それでは１３８、１３９ページ。 

 

山田伸幸副分科会長 福祉タクシーの助成費が計上されていますが、これはど
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ういった方が対象で、何人分ぐらいで単価はどれぐらいなのか、お答え

ください。 

 

大坪障害福祉課障害福祉係長 福祉タクシー券の対象者が、身体障害者手帳の

１級から３級及び４級の方で下肢、心臓、呼吸器障害、療育手帳のＡ、

Ｂ、精神手帳の１級の方を対象に考えています。対象者は約２，８００

人を対象と考えています。 

 

杉本保喜委員 今の助成費が昨年に比べると減っていますよね。これは実績か

ら減らしたということですか。 

 

大坪障害福祉課障害福祉係長 予算要求額に関しましては、平成２６年から平

成２８年の３か年の平均の使用枚数等から勘案しまして、算出していま

す。 

 

矢田松夫委員 難聴児ですが、成長につれて合わなくなるということを聞くん

ですが、１７万３，０００円という予算で妥当なのか状況はどうですか。 

 

大坪障害福祉課障害福祉係長 難聴児の補聴器に関しましては、身体障害者手

帳の該当にならない程度の、いわゆる軽度の障害児の方が対象になって

います。手帳を取られますと舗装具で支給の対象になりますので、こち

らは若干軽度の方が対象となっています。予算要求上は５名の方を想定

して策定しています。今年度については今のところ申請がない状況にな

っています。 

 

杉本保喜委員 自立訓練（生活訓練）給付費が増えているんですけど、この辺

りの説明をお願いします。 

 

岡村障害福祉課課長補佐 自立訓練（生活訓練）というのが、日中の訓練の場

ではあるんですけれども、宿泊型自立訓練と併せて利用される方がとて

も多くあります。大体７人程度が毎年利用されているかなと思います。

毎年同じぐらいかなとは思っていたんですけど。 

 

杉本保喜委員 昨年に比べると倍近く予算額が増えているんですね。その辺り

で増えているのかなと感じたんですけど。 
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岡村障害福祉課課長補佐 昨年は見込みが少なくて、補正で対応していますの

で、昨年度と同程度の予算としています。 

 

山田伸幸副分科会長 委託料で要約筆記啓発講座委託料とあるんですが、要約

筆記というのはいろんな市の行事等で前に映し出すやつですよね。これ

今実際に市でやられているんですか。 

 

岡村障害福祉課課長補佐 市で取り組んでいます。 

 

吉永美子分科会長 １４０、１４１ページ。 

 

杉本保喜委員 放課後等デイサービス給付費これが昨年より倍の予算額上げて

いるんですけど、この辺りの理由を教えてください。 

 

岡村障害福祉課課長補佐 事業所もかなり増えてきていまして、それに伴って

利用者がかなり増加しています。 

 

山田伸幸副分科会長 扶助費でやむを得ない事由による措置費とあるんですが、

これはどういった内容なんですか。 

 

岡村障害福祉課課長補佐 虐待等により緊急に福祉サービスを利用しなければ

いけない場合に、このサービスを使います。 

 

吉永美子分科会長 ３目の高齢者福祉費で１４３ページまで。 

 

矢田松夫委員 陶好会館の運営費はどこにあるんですか。 

 

吉岡高齢福祉課長 陶好会館の運営費については、１４１ページ需用費の中の

光熱水費の一部、それと１４３ページの１４節使用料及び賃借料の下水

道使用料になります。 

 

矢田松夫委員 華々しいデビューを飾ったんですが、今のところ開店休業にな

っているんですが、どうなんですか。 
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吉岡高齢福祉課長 開店休業というのは聞いていませんが、前年と同じぐらい

に利用してもらっていると認識しています。 

 

矢田松夫委員 窯を炊くことができないという状況ですが、どうなんですか。 

 

吉岡高齢福祉課長 先日の暴風で煙突が倒れまして、現在修理を急いでいると

ころです。 

 

大井淳一朗委員 陶好会館を造ったことで、津布田とかにありましたが、あれ

は全部統合されたということですか。 

 

吉岡高齢福祉課長 津布田については目的が簡易的な作業所ということですの

で、目的が違うので、統合ということには至っていません。 

 

山田伸幸副分科会長 介護支援ボランティア活動事業委託料となっているんで

すが、この介護支援ボランティアは高齢者関係の福祉施設へのボランテ

ィア派遣業務というふうに、業務内容について併せてお答えください。 

 

吉岡高齢福祉課長 介護支援ボランティアについては、特別会計でも審議して

もらったところです。特別会計については６５歳以上が対象の方、一般

会計については２号被保険者、６４歳までの方が対象ということになっ

ています。事業の内容については、特別会計の介護支援ボランティアと

全く同じということで、現在介護施設で簡易な作業等をしてもらってい

るところです。 

 

大井淳一朗委員 老人クラブがどんどんなくなっているんですが、その大きな

要因として、２０人か３０人か忘れましたが、その定員に行かないと一

定額がもらえないということで、ニーズが十分確保できないということ

から、やむなく老人クラブを畳まれる方が結構多いんですが、要件の見

直し等については検討されていますか。 

 

吉岡高齢福祉課長 老人クラブの補助金、これは市からの補助金ですが、これ

については各老人クラブの所属人数によって市の補助金が変わってきま

す。何人に行かないと支給しないというわけではなくて、人数が少ない

ところは若干補助金が少なくなるというやり方です。老人クラブについ
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ては、市としても今後の活躍を期待するところで、ソフト面いわゆる老

人クラブが日々地域で活動されるためのソフト面の支援、介護予防の教

室などの支援に力を入れてやっているところです。 

 

吉永美子分科会長 次の４目後期高齢者医療費。１４４、１４５ページの５目

国民年金事務費。 

 

山田伸幸副分科会長 具体的に市でどのような事業をしているんですか。 

 

桶谷国保年金課長 国民年金の事務については法定受託事務という位置付けで

す。それに加えて、協力・連携事務があります。主な業務としては、例

えば住所を変わられた方、口座を変更された方、学生の納付特例、そう

いった手続を行っています。 

 

山田伸幸副分科会長 ここでは国民年金に関する相談はされていないんですか。 

 

桶谷国保年金課長 相談の内容にもよりますが、基本的には年金事務所で行っ

てもらうように案内をしています。 

 

山田伸幸副分科会長 そこで問題が出てくるんです。年金事務所は宇部ですよ

ね。非常に遠くてそういった相談がなかなかしにくい、相談したいこと

はあっても市の窓口でさえ受けてもらえないということを聞いているん

ですが、回せばいいというものではないと思うんですけど、その辺どう

考えていますか。 

 

桶谷国保年金課長 相談の内容にもよりますが、場合によってはこちらが間に

入って、年金事務所に問合せをして、被保険者の方に回答するという事

例もあります。 

 

吉永美子分科会長 ６目福祉センター運営費、１４６、１４７ページまで。 

 

大井淳一朗委員 以前中央福祉センターの指定管理の審査の中で、市と指定管

理者の費用負担で質疑しましたけど、ほかの施設はおおむね１０万円以

上と、１０万円以上は市がやるというのに対して、中央福祉センターだ

けは５０万円以上となっていたことについて問題点を指摘したかと思い
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ます。議案は通りましたけど、今後検討してほしいとそのとき指摘した

んですが、その後どうなったでしょうか。 

 

桑原社会福祉課地域福祉係長 指摘については、次回の指定管理のときに検討

するということになっています。 

 

山田伸幸副分科会長 中央福祉センターと赤崎福祉会館で相次いでお風呂が壊

れまして、相当多くの方が困っていましたが、ああいう場合なかなか迅

速な対応ができなかった。中央福祉センターにおいては、２か月以上困

っていた方が多数発生してしまったんですが、これ例えばほかの節から

流用するとかそういうことで対応できるような状況ではなかったのかど

うなのか。少しでも早く対応される事案だったと思うんですが、いかが

ですか。 

 

桑原社会福祉課地域福祉係長 ほかの節からの流用はなかなか難しいところが

ありまして、修繕については当然早期に修繕しなければいけないという

ことは思っています。ただ今回については、金額が大きかった面等もあ

って、時間が掛かったというところもありますが、今回は予備費から充

用させていただきまして、対応したというところになります。 

 

松尾数則委員 中央福祉センターをはじめ、また各福祉センターの運営業務が

出ているんですが、山陽の福祉センターが見当たらないんだけど、どう

いう流れになっているんですか。 

 

桑原社会福祉課地域福祉係長 山陽地区には福祉センターがありませんので、

こちらには計上はありません。 

 

松尾数則委員 元の山陽町の福祉会館は何になっているんですか。 

 

桑原社会福祉課地域福祉係長 そちらの建物は社協の所有の建築物になります

ので、社協が管理しているところになります。 

 

吉永美子分科会長 次、７目総合館費。 

 

大井淳一朗委員 総合館ですが、現在使用料は取っていますか。 
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石田市民生活課長 総合館の使用料は徴収する場合は、公用又は総合館の設置

目的に沿って使用する場合は無料となっていますが、その目的に合致し

ていない場合は、使用料を取っています。 

 

大井淳一朗委員 実績はいかがですか。 

 

石田市民生活課長 実績としましては、平成２８年度３件あります。 

 

矢田松夫委員 何度か総合館に行事で行くんですけど、あれほど市民生活課が

手厚い業務支援をしないといけないのかと思うんですが、どうなんです

か。 

 

石田市民生活課長 その件については、以前からいろいろ意見等はもらってい

ます。石丸総合館は現在、再任用の職員１名と非常勤職員３名の計４名

で運営をしています。祭りの作業となると、地元の人にも手伝ってはも

らっているんですが、人手不足の状況は否めないものがあります。手伝

うといっても、主な作業としてはやぐらの運搬とか、組み立てとか、力

仕事を手伝うような状況で、今やっています。 

 

山田伸幸副分科会長 報償費の講師謝礼で１９万２，０００円計上されていま

すが、かなりほかのに比べると金額が大きいのかなという見方もあるん

ですけど、これはどういった研修をされているんですか。 

 

石田市民生活課長 これは石丸総合館で毎月２回生花教室と編み物教室を行っ

ています。その講師に対しての謝礼となっています。 

 

吉永美子分科会長 次、８目人権啓発費。 

 

山田伸幸副分科会長 委託料で託児業務と音響技術委託料があるんですが、こ

れはどういう内容なんですか。 

 

山本市民生活課課長補佐 ヒューマンフェスタにおいて託児の希望がありまし

たら託児委託をします。それからステージの音響、照明等で必要な場合

に委託する予定にしています。 
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大井淳一朗委員 １４節の通行料って何ですか。 

 

山本市民生活課課長補佐 人権団体等が主催する研修において出張する場合の

高速道路の通行料です。 

 

吉永美子分科会長 ２項児童福祉費に入ります。児童福祉総務費。 

 

矢田松夫委員 ７節の賃金の内訳をお願いします。臨時の賃金です。 

 

川﨑こども福祉課長 これはファミリーサポートセンターの臨時職員、そして

新しくできますスマイルキッズのセンターの支援員２名分の賃金です。 

 

山田伸幸副分科会長 児童遊園整備補助金がありますが、遊具の安全点検等は

終わっているんですか。 

 

別府こども福祉課主査 安全点検は今、市内に児童遊園が６園ありますが、そ

のうち刈屋の児童遊園については危ないということを認識して、そうい

う点検をして修繕等しています。そのほかの園についても１年に１回ぐ

らいは職員が行って、現状を確認しています。 

 

山田伸幸副分科会長 対策の工事が必要な遊具は今存在していないんでしょう

か。 

 

別府こども福祉課主査 ２８年度と２９年度において、私どもが認識している

修繕が必要な遊具については、修繕を行っていると認識しています。 

 

大井淳一朗委員 なるみ園の指定管理委託料なんですが、なるみ園だけじゃな

いですけど結構老朽化していると思うんです。市の全体の施設の耐震化

を検討されているんですが、中にはこういった指定管理取っているとこ

ろもあるんで、そういったものも含めた老朽化対策を考えていく必要が

あるんですが、なるみ園も含めていかがですか。 

 

別府こども福祉課主査 御指摘のとおり、なるみ園は築年数が４０年以上経過

した老朽化が進んでいる施設です。２年前ぐらいに屋根のふき替え、必
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要な修繕は行っているんですが、それでも老朽化が激しい施設という認

識は持っていて、この先もずっとこの施設を使うかどうかは検討が必要

と考えています。必要な修繕とか、場合によっては建替えは今後検討し

ていかなければならないと考えています。 

 

大井淳一朗委員 社会福祉事業団の理事長ってどなたですか。 

 

兼本健康福祉部次長 市長です。 

 

大井淳一朗委員 以前、白井市長のときからも指摘があったんですが、指定管

理を受ける側と指定管理を頼む側が同じ人でいいのかと。利益相反では

ないかという問題があります。要は事業団が独立すべきではないかとい

う指摘が随分前にあったんですが、この問題についてはどうされる予定

でしょうか。 

 

兼本健康福祉部次長 契約上の利益相反については、今資料を持っていません

が、クリアをしています。契約上は説明が付きます。 

 

古川副市長 市長と関連の団体のトップを兼ねるという利益相反、ですから公

社については利益相反に当たるということで、土地開発公社は理事長は

私がなっています。社会福祉事業団については市長が兼ねてもいいとい

う特別規定があった形でなっています。大井委員が言われたように社会

福祉事業団を今後どうするかという、いみじくもずっと市が抱えるのか、

それとも独立する、それは今から少し時間を掛けて検討する段階に入っ

ているだろうと考えています。 

 

吉永美子分科会長 ２目児童措置費。３目ひとり親福祉費。４目保育所費。ま

ず１５６、１５７ページ。 

 

矢田松夫委員 臨時賃金の内訳をお願いします。何名ですか。昨年より６００

万ぐらい増えているんですが、理由を含めてお願いします。 

 

川﨑こども福祉課長 人事課の所管になりますので、こちらでは資料を持って

いません。 
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山田伸幸副分科会長 保育士ばかりなんですか、保育士以外はあるんですか。 

 

川﨑こども福祉課長 ここについては保育士と保育園に勤める栄養士の臨時職

員、また日の出保育園には事務職員もいますので、職種については保育

士だけではありませんが、基本として保育園に勤める臨時職員と思って

います。 

 

吉永美子分科会長 １５８、１５９ありますか。 

 

山田伸幸副分科会長 測量調査あるいは地質調査委託料が計上されていますが、

これについてどういったものなのかお聞きします。 

 

別府こども福祉課主査 先日の委員会の個別事業、山陽地区公立保育所再編整

備事業の中でもこれは出てきたところですが、今購入を予定している厚

狭駅南部地区の公社の保有地、購入予定地があるんですが、その地区に

公的賃貸住宅と保育所を整備する予定ということで、進めています。そ

の一つの敷地全部を使って保育所を整備するわけではありませんで、購

入予定地の一部を使って保育所を建てようとしています。その敷地測量、

分筆等に掛かる費用が測量の委託料９６万７，０００円です。地質調査

の委託料については、建物を建てるに当たって、下に空洞がないかどう

かという調査をするための地質調査の委託料が１，２２７万３，０００

円です。 

 

山田伸幸副分科会長 関連経費がその下の設計委託料ということでいいですか。

この中で山陽地区の保育所の統合関係費はこの３本でいいんですか。 

 

別府こども福祉課主査 一番下の設計委託料は今年度から実施しています基本

設計の委託料の債務負担行為を設定していますが、平成３０年度分に加

えて、平成３０年度から取り組みたいと思っています実施設計、基本設

計が終わった後に着手する予定ですが、実施設計の委託料。設計委託料

はこの基本設計と実施設計の委託料の合計額となっています。１７節の

公有財産購入費の用地購入費についても厚狭駅南部地区の公社保有地を

買い戻す費用となっています。 

 

矢田松夫委員 それでは今の設計委託料が１，３００万ですが、昨年の補正で
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組んだ約３００万の設計委託料は何に使ったんですか。 

 

別府こども福祉課主査 今年度の補正で認めてもらった設計委託料は基本設計

の委託料で、（「さっき基本設計今からって言ったよ」と呼ぶ者あり）基

本設計の委託料と実施設計の委託料の合計額。（「３０年度でしょ」と呼

ぶ者あり） 

 

矢田松夫委員 今年のは出ました、１，３００万。去年の６月の補正の３００

万何に使ったんですか。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 ２９年度に予算計上しましたのは、基本設計自体

を２９、３０年度の２か年で実施する予定としています。今回の補正の

ときに併せて債務負担行為の設定もしていますが、２か年分の予算で今

回実施しています。今年度については前払い相当分が約３００万、残り

について３０年度の当初予算で計上しているところです。 

 

矢田松夫委員 そんな説明なかったでしょ、最初の補正のときに。基本設計で

具体的に案を示すからということじゃなかったんですかね。足し算、引

き算の話じゃなかったですよ。 

 

川﨑こども福祉課長 今申しましたとおり、基本設計委託料については６月補

正で承認いただいて、補正の際に前払い分を今年度、残りの分の債務負

担行為を組んで翌年度という説明はさせてもらったところです。 

 

山田伸幸副分科会長 保育所整備事業は前の期の委員会から課題になってきた

ものだと思うんですが、昨年の１２月、１月ぐらいですかね。各地域を

回って、説明会をされてこられたと思うんですね。それは全ての対象の

保育園が存在する、そういう箇所で説明会をされたんですか。 

 

川﨑こども福祉課長 ２９年の１月に再編計画を策定したときに、市内５か所

の公立の保育園についてはそれぞれで保護者を対象に説明会を実施しま

した。そしてそれと別に住民説明会も市内４か所で各公立保育所があり

ます各中学校区、この４か所で説明会を実施しました。この説明会の開

催については、市広報に掲載するとともに、該当地区に班回覧でお知ら

せをしまして、また地元の自治会協議会、ふるさとづくり協議会の会長
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にも事前に話をさせてもらって、実施しています。 

 

山田伸幸副分科会長 その説明会は今中学校区と言われました。例えば厚狭中

学校校区であれば出合と厚狭小校区、この二つを一つでやったというこ

となんでしょうかね。 

 

川﨑こども福祉課長 そのとおりです。そこについては、厚狭の複合施設で実

施しました。 

 

山田伸幸副分科会長 その際に出合地区からの参加はどうだったんですか。 

 

川﨑こども福祉課長 参加者の方に何地区かという確認までは行っていません

が、１４名の出席があったと記録をしています。 

 

山田伸幸副分科会長 この計画は地域の理解を得られなくては進めるべきでは

ないと思っているんですけど、その説明会で地域の皆さんの納得は得ら

れたと判断しているんですか。 

 

川﨑こども福祉課長 保育所の再編については、これまでもいろいろな場所で

説明していますが、これは公用施設として市が方針を立てて進めていく

べきものと理解しています。市で関係団体等の意見や保護者の意見を聞

きながら、市で計画を立てて、その計画に基づいて説明をさせてもらい

ました。確かに説明会に参加された地域の皆様から様々な意見はもらっ

ています。保育園がなくなることも大変寂しさを感じている地域の方の

お声も聞いていますが、市としても現在ある５か所全部を現地に建て替

えるということは大変難しいという話もさせてもらい、まずは今各５園

の保育園が抱えている課題、老朽化とか定員の不均衡とか、待機児童の

問題であるとか、そういったものをまずは早急に解決するための再編で

あることを丁寧に説明し、ある程度の理解はもらっていると把握してい

ます。 

 

山田伸幸副分科会長 ある程度の理解は得られたと言われたんですが、先日出

合地区の方と懇談する機会がありまして、話を聞くと出合から保育所が

なくなることについて、具体的な説明は受けていないし、出合からなく

なることに対する同意もしていないと言われたんですが、それは本人が
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間違った認識を持っているということなんですか。 

 

川﨑こども福祉課長 先ほども申しましたとおり、一応住民説明を行うに当た

っては、出合地区の方においても協議会の会長に事前にお話をして、住

民説明会を開催しますという広報掲載、班回覧をした後に開催しました

ので、なかなかそれ以上の周知方法は市として難しいところだと思って

います。説明会があることを把握できなかった方も中にはおられたのか

なと思っていますが、これからであってもそういった説明が必要であれ

ば、市として説明に出向く気持ちはありますので、必要があれば何度で

も説明したいと思っています。 

 

山田伸幸副分科会長 班回覧で事足りたということではないという認識ですよ

ね。実際に私が聞いた話では、厚狭地区でやったことで、出合から出掛

けていくのがなかなか難しかったのではないのかという話を伺っていま

す。保育所の再編ではありますが、まちづくりにもかなり大きな影響を

与えるんですよ。他の自治体の例ですけど、保育所とか小学校等が地域

からなくなっていった結果、まちづくりそのものが崩壊して、もっと寂

しい地域になっていくという事例がたくさんあります。そういった中で、

地域の皆さんが本当にそれでいいのかということでいうと、まだまだ足

りていなかったと思います。課長は今後もそういう説明を丁寧に行って

いくということなんですが、もし仮に出合地区の方が出合地区において

説明会を開催してほしいという要望があれば、開催する用意があるとい

うことでいいんですか。 

 

川﨑こども福祉課長 もちろん住民の皆さんの理解がないとなかなか市の事業

は進めていけないと思っていますので、要望がありましたら担当課とし

ては出向いていく気持ちはあります。 

 

山田伸幸副分科会長 既に測量調査や地質調査、設計、用地購入まで予算計上

されているじゃないですか。これについてはそこまで来ているのかとい

うことではびっくりしておられるんですね。本当にこれでよかったのか、

用地も既に厚狭駅南部ということで決めていますよね、市で。そういっ

た面でいうと、住民の思いが酌み取られていないと思わざるを得ないん

ですが、それはどのようにお考えですか。 
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岩本健康福祉部長 山陽地区の再編については、今回厚狭駅の南部という位置

を示して、これまでにも説明しています。その計画については厚狭駅南

部のまちづくりの計画の中ででも、所管は別ですけども、その中で十分

に審議されてきていると思いますし、児童福祉のサイドとしても今説明

しましたとおり、関係機関、団体、場所において十分説明してきている

ところです。当然施設がなくなることに対して、特に出合の場合は公民

館と併設となっていますので、その分密接的な関係があったのかなと思

いますけども、それはそれとして考えていただきたいのは、子どもの最

善の利益を考えるというのが、児童福祉、保育所運営における最大の指

針ですので、そこを十分踏まえて御理解いただきたいと思います。小学

校とは少し趣旨が違ってくると思っています。小学校の場合は確かに交

流の場、あるいは避難所といった機能もありますので、そういう意味で

の地域での位置付けは必要となってきますけど、保育所の場合はそこま

では求められていない施設だと思っています。確かに一つの事業として、

地域との触れ合いというのは保育の指針の中にも重要なことであると掲

げてはありますけれども、あくまでも子どもたちの利益を最善に考えて

いこうというのが児童福祉の基本ですので、これまでにも説明している

とおりですので、是非御理解いただきたいというふうに思っているとこ

ろです。 

 

矢田松夫委員 今の部長の答弁でまちづくりについては審議されてきていると、

こういうふうにお答えされたんですけど、この前も言ったように森部長

は三つについて現在進行していないというふうに言われました。アクセ

スの問題、水害の問題、もう一つ何か、３と言われたですよね。という

ことと同時に今部長が言うのと全然審議されていないんです。止まって

いるんですよ。それについて川﨑課長は同時進行すべきではないと、そ

ういうものではないと、まちづくりと保育園の再編は、私は同時進行す

べきだと言ったけれど、同時進行すべきではないと言うんだけど、現実

は先に保育園のほうが行って姿が見えないような状態なんですよね。ま

ちづくりは全く姿が見えんというんかね、そういう状況の中で少し立ち

止まってまちづくりと保育園の再編を考えるべきじゃないかと、このよ

うに言ったけれど、同時進行でないというふうに言われました。全く計

画性がないんですよ。先にしてしまえばいいということと同時に、とに

かく公社の土地を処分したいというのが念頭にあるために、結果として

こういう計画が先に行ったんじゃないかと思うんですよね。どうなんで
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すかね。まちづくりは進んでいないですよ。 

 

岩本健康福祉部長 厚狭駅南部の計画について議員言われるような現実はあり

ますけども、この計画自体はおおむね１０年、平成２９年度から１０年

間の計画ということで、建設部としてもこの計画の実現に向けて、今動

いていると認識しています。保育所のほうは土地、その他がすぐかない

やすい条件がそろっていましたので、また子どもたちの利益を考えます

と、いち早く今の老朽化した施設からいい施設にもってきたいという思

いから進めてきているところですので、全く厚狭駅南部の計画の中から

突出しているとか、ほかが全部駄目になったという話ではないと考えて

います。 

 

吉永美子分科会長 事業１８番である程度審査してきたものですから、ここで

本日は止めたいと思いますが。 

 

矢田松夫委員 もう一度言いますが、去年の補正では基本設計委託料の２９年

度分の経費と言われたんですよ。経費と言われて３０５万７，０００円

について補正を組まれたと。その姿が全然見えないんですよ。何をアク

ション起こしたのか。経費ですから何らかの形が残っていると思うんで

すよね。それでまた今回更に一千何百万の設計委託料が要るのかどうか、

その関係をきちんと説明してください。 

 

大濵こども福祉課課長補佐 お手元の今回の審査資料の８０ページを御覧くだ

さい。こちらに２９年度予算ということで、３０５万７，０００円計上

していると思います。これが今年度２９年度の前払金相当分として計上

していまして、残りのものについては債務負担行為で設定していますの

で、契約としては１本の契約で現在設計業者と基本設計を進めていると

ころです。工期的には単年度では完了できませんので、事業費の予算と

しては２か年に分けているということですので、やっていることは１本

の設計業務ということで御理解いただきたいと思います。 

 

矢田松夫委員 建てる場所、この中で何人知っていますか。実際に大事な問題

なんですよ。こんな大金使って公社の土地買って、まちづくりもまだ全

然姿形が見えない状況でこればっかり先行発車して何人の方が知ってい

ますか、あの場所というのを。 
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吉永美子分科会長 職員は当然分かっていますよ、関係者は。 

 

大井淳一朗委員 消防でもあったんですが、用地をここにするというのに至る

までの経緯ですよね。要は開発公社の土地を処分するありきではいけな

いということで、ほかの土地、例えば厚狭の公民館跡地とか、萩原団地

とかいろいろそういうのを経て選んだのか、それともここ１点で行った

のかについてお答えください。 

 

川﨑こども福祉課長 保育所再編の計画については、何年も掛けて関係課と協

議をして進めて検討していまして、保育所の数を今の５園を何園にする

かといったところから数年を掛けて協議をして決定に至ったところです。

場所についても当然山陽地区の建替え場所についてはいろいろなところ

を検討しての結果です。当然ここありきではありません。あらゆるとこ

ろを市としては検討しました。基本としては、市有地で建替えができな

いかというところを一番初めは検討しました。しかしなかなか保育園を

建てるにはそれ相当の敷地面積も要りますし、場所もどこでもいいとい

うわけでは当然ありませんので、今の３園の中心部分で保育の需要が必

要と認められる場所でそれ相当の土地というとなかなか難しいというの

が現状でした。そういった中で厚狭駅南部というところは主要道路に近

いという交通の利便性や自然が比較的多く残るという周辺環境、統合の

対象としている保育所の中間地点であるというところを考慮してここに

決めたという検討経緯はあります。 

 

山田伸幸副分科会長 今３園の中心と言われたんですけど、中心でも何でもな

いと私は思うんですけどね。なぜあそこが中心になるのか。３園という

のは津布田、出合、下津ですよね。全然中心でもないし、自然というふ

うに言われたんですけど、あれ自然あるんですか。開発中の土地で、荒

地ですよね、今。別に山とかあって自然豊かなところでは到底思えない

んですけど、今の説明は私は初めて聞いたんですけど、とてもそうでは

ない。逆に水害があった場所で建てるのにそんなにふさわしい土地かな

と逆に疑問が湧いてくるんですよね。私も行ってみましたけど、３０分

に１本ぐらいは頭上を新幹線が通っていって、こんなところで保育所を

造るのいいのかなと、逆に行ってみればみただけ不安が残ったんですけ

ど。適地なんですか、あれが。 
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川﨑こども福祉課長 説明が不足していました。３園の中間地点と申し上げま

したが、基本構想の考え方としては、出合、下津のほぼ中間地点、津布

田は少し離れていますので、こちらの駅南若しくは厚陽のほうに、また

埴生の私立もあります。そういうところに分散という考えでいます。自

然というのも比較的多く残るというイメージで、近くに公園もあります

し、確かに線路の近くというのはどうかなと私も実際思ったんですが、

保育園の現場の声を聞くと、子どもたちはとても電車が好きですと、で

すのであそこの場所は子どもたちは喜ぶんではないかという意見もあり

ます。 

 

大井淳一朗委員 先ほどの質問と関連するんですが、市有地を中心に比較検討

されたということであれば、何か比較検討した資料というのはあるんで

しょうか。あれば示していただきたいんです。 

 

川﨑こども福祉課長 庁内の関係課といろいろ協議する中での経緯ということ

で、議事録が残っていればそこに多少なりとも記録があるかと思います

が、きちんと整理したものはありません。考え方としては市有地を優先

で考えてという経緯はあります。 

 

大井淳一朗委員 全ては答えられないと思うんですが、ほかに検討された市有

地は挙げられますか。 

 

川﨑こども福祉課長 資料は持ってきていませんが、管財課から市内の市有地

の一覧リストと面積とかそういった資料も徴取して検討した経緯はあり

ます。 

 

大井淳一朗委員 当然山陽地区の保育所の再編、この件についてはですね。そ

の辺り、ある程度絞られていると思うんですよね。先ほど少し述べた公

民館の跡地とか萩原とかいろいろあると思うんですが、そういったとこ

ろを検討されたと思うんですが、分かる範囲でお答えください。ほかに

検討していた土地ですね。 

 

川﨑こども福祉課長 すいません、今資料を持っていません。私の頭の中にも

明確にはないんですが、山陽のほうにも当然ある程度の敷地のリストを
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もらって、幾つかあったと記憶していますが、保育園を整備するには面

積が三千、四千平米ぐらいは必要ですので、その程度の敷地というのは

たしかなかったと記憶しています。 

 

矢田松夫委員 土地購入の関係ですけれど、結局川﨑課長の議事録をずっと見

てみますと、今みたいな回答しか出てこないんですよ。いろんな要因と

かいろんなところを探したけど、探した場所はどこかというのは答えて

いないんですよ、議事録見ると。下津と出合の中間地点と、これしかな

いんですよ。たまたまそこに公社の土地があったと、こういうことなん

ですよね。さらに公社の土地何でそこを選んだかというと、大変静かで

自然が残っていると、こういう回答しかないんですよ。静かで周辺の自

然も残っているというのは全くうそですね。静かでないですね、あの辺

は準工業地帯ですから軽工業建つし、ホテルも建てられるし、いろんな

ものが建てるということでそんなに静かでないと。それから自然という

のはないですね。最近ちょっとしゅんせつしてますけど、ほとんどどぶ

川ですね、遊歩道はありますけど。それが本当に適した土地なのかどう

なのか、自然が残っているのはやっぱり山があり、田んぼがあり、川が

あるのが本当の自然じゃないですかね。何もないところに保育所建てて、

更に周りはほとんどアパートですね。それが高齢者との地域の交流にな

るかどうなのか、昼間ほとんどおられない。それから中低層ですか、県

営住宅を建てるという予想があったけど、これ全く頓挫していますね。

ですからあそこ建てればいいという状況が今あるんじゃないかと思うん

です。どうなんですかね。１億４，０００万も掛けて造るような場所か

どうなのかですね、土地購入費ですが。 

 

岩本健康福祉部長 回答にはならないかもしれませんが、厚狭駅南というのは

本市における重要な土地、そこの開発というのは重要なテーマとなって

いると思います。その中に保育園が組み込まれたという形にはなってい

ますけど、災害があって、そういった悪い印象はあるかと思いますけど

も、それを払拭していかなくてはいけないというのは市の使命だろうと

思います。そういうことで、今回のまちづくりを起爆剤として、駅南の

開発に向けてやっていこうという市の意気込みだろうというふうに思っ

ています。また児童福祉の関係でいえば、更に今基本設計の段階ですけ

ども、災害に対して重ねての安全対策が講じられないか、検討している

ところですので、また南北の交通の便が悪いという話もありますけども、
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そうはいっても交通の便はいいほうだろうと思っています。そういうこ

とで、御理解いただきたいと思います。 

 

杉本保喜委員 一番肝腎な園児の通園ですよね。これはどのように考えている

んですかね。津布田もなくなるんですよね。かなり広範囲の保育園がな

くなるということで、一番親御さん、じいちゃんばあちゃんにしてみれ

ば、通園というのは一番問題だろうと思うんですよね。その辺りはどう

いうふうに考えておられるんですか。 

 

吉永美子分科会長 先ほど申し上げましたけど、事業の１８番で用地購入費も

全部挙がってきているわけですよ。このときにきちんと聞いていかない

といけない、この事業を聞いてそれ以外をここで聞くという約束になっ

ていますので、事業以外のところで極力皆さん質疑をするようにしてく

ださい。でないと事業で挙げた意味がなくなってきますので。お願いし

ます。次の５目家庭児童福祉費はありますか。６目児童クラブ費は先ほ

ど事業で行いましたので、７目児童館費。８番の子育て総合支援センタ

ー事業費も先ほどありましたね。 

 

山田伸幸副分科会長 児童館という名前が付けられていますが、小野田地区の

児童館を見て、それが本当に児童館としてふさわしい利用かどうか、ど

う見ても児童クラブの一つの構成部分になっているのではないか、児童

館を利用した児童クラブと。部屋がほかにもあるけど、それも児童クラ

ブとして利用しているという実態があるのではないかというふうに思う

んですが、そうではない、児童館としての業務をきちんとやっているん

だということであればお答えいただきたいと思います。 

 

川﨑こども福祉課長 小野田地区においては今議員言われるとおり児童館の一

室において児童クラブを運営しています。児童館によっては、特に高千

帆、須恵においては児童館スペースを児童クラブが専有しているという

状況ではありますが、児童館事業も間違いなく行っています。例えば午

前中、児童が来る前では乳幼児を持つ保護者を対象としたぴよぴよクラ

ブとかいろんな講座をやっていますし、土曜・日曜日においても各種講

座を行っています。昨日も小野田児童館まつりがありました。そこでい

ろいろ児童館事業の発表等もありました。各事業の行事の写真等の添付

もありますので、いろいろ児童クラブの専有という問題もありながら、
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児童館事業も間違いなく行っています。 

 

山田伸幸副分科会長 私も児童館に出入りしていますので、それはよく知って

いるんですが、実質児童クラブが始まってしまうと、それは全て停止を

してしまっていますよね。児童館の対象事業にしても児童クラブに来て

おられる子どもたちが対象にならざるを得ないという状況が実際の姿が

あるんじゃないかなと思うんですが、いかがですか。 

 

川﨑こども福祉課長 今申しました須恵とか高千帆とか児童クラブが一杯のと

ころについては言われるような状況も少なからずあるというふうに認識

しています。これについては、先ほどの児童クラブ整備拡充事業におい

て今現在明確な方針がないものもありますが、今後児童館スペースを確

保できるような拡充をこれからではありますが、検討していきたいと思

っています。 

 

吉永美子分科会長 ３項生活保護費、１目生活保護総務費はありますか。 

 

山田伸幸副分科会長 以前から要求があったかと思うんですが、ケースワーカ

ーの配置で、人数的には今足りているという話だったんですが、女性ケ

ースワーカーがいないために女性の一人住まいのところへの配慮が足り

ていないという指摘があるんですが、これについてはどのように考えて

おられるんでしょうか。 

 

渡部社会福祉課長 女性のケースワーカーについては人事当局にも要求してい

まして、配置してもらえるかはまだ分かりませんが、少なくとも２名程

度は欲しいなと考えています。以前は一人、女性のケースワーカーがい

たんですけども、母子世帯とか女性だけの一人所帯とかそういったとこ

ろでどうしても男性ケースワーカーが行っても出てこられない、訪問し

てもなかなか会ってもらえないといった特別な事例がありましたら、当

然女性ケースワーカーがいれば、今は医療主事しか女性の職員がおりま

せんので、そういった形で医療主事にお願いすることもありますけども、

これから女性のケースワーカーが当然配置されれば、女性の一人所帯と

か母子世帯とかそういったところには極力一緒に動向してもらって対応

させようと考えています。 
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吉永美子分科会長 ２目扶助費はいかがですか。４項１目災害救助費。 

 

山田伸幸副分科会長 災害援護資金貸付金事業があるんですが、これは枠取り

ですか。 

 

桑原社会福祉課地域福祉係長 言われるとおり枠取りになります。 

 

山田伸幸副分科会長 この元金償還金というのは経費で挙がっている返還金で

はなくて償還金がここに挙がっているのはどういうことですか。 

 

桑原社会福祉課地域福祉係長 ２３節の償還金のことですか。（「はい」と呼ぶ

者あり）こちらについては平成２２年の大雨災害に関する県から市が貸

し付けた分になりますので、それを返還する金額ということになります。

県に返す金額になります。 

 

山田伸幸副分科会長 この金額というのはどういう返し方になるんですか、年

数たっているんですが。 

 

桑原社会福祉課地域福祉係長 貸付自体は１０年間の償還ですが、最初の３年

間はまだ返還しないという形になりまして、３年後から償還が始まると

いう形になります。県に対しては前期、後期という形で年２回ほど償還

していくという形になります。 

 

吉永美子分科会長 民生費の質疑を終わります。１０ページ債務負担行為、山

陽地区公立保育所整備事業は質疑ありませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）

それではここで休憩します。 

 

午後３時１８分 休憩 

 

午後３時４４分 再開 

 

吉永美子分科会長 それでは一般会計予算決算常任委員会民生福祉分科会を再

開します。委員で自由討議を行いたいと思います。 

 

山田伸幸副分科会長 先ほど議論した点です。保育所の再編で地元の同意が執
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行は得られたと言っているんですけど、出合から懇談の申出もあるよう

に、まだ地元の同意は得られていないんじゃないか。そんな中でこの用

地購入あるいは設計、地質調査、測量調査が計上されているのをそのま

ま通していいのかという疑問を私は持っているんですが、皆さんは先ほ

どの議論聞かれて、どうだったかなと思いますが。 

 

矢田松夫委員 地元が４か所開催して、本当に対象地域、例えば出合地区の皆

さん方へという地元説明会はなかったという状況ですので、全くこの地

元説明会については、今回の出合保育園の廃園についての行政からすれ

ば適切な対応ではなかったと思うわけです。 

 

松尾数則委員 いろんな話を総合してみると、例えば出合の話がありましたけ

ど、出合地区から新幹線の駅前に統合した保育園を造るということに関

して、そんなに反対意見が起きたとは聞いていないんですよ。ある意味

そういった形で出合に対する情宣活動が足らなかったのか、それも一つ

の原因かもしれませんけど、ただそんなに深刻な問題に考えていないの

は事実だと僕は思っていたんですけどね。 

 

大井淳一朗委員 資料を見ると、保護者説明会に関しては出合保育園で出席者

１４名となっていますが、住民説明会が出合地区がないということで、

多分厚狭複合で両方兼ねたという扱いなんよね。それを考えると、特に

出合はなくなる対象になっていますから、少し地元に対する配慮という

指摘はあるのかなと、保護者は説明されましたが。そういう意味からは

出合地区に対する住民説明会はないというのは少し問題はあるのかなと

思います。 

 

矢田松夫委員 松尾委員の今の言葉がちょっとよく分からんのですが… 

 

松尾数則委員 地域の人もいろいろ知っている人がいますけど、保育園関係の

人もいるんですが、特別反対をするという意見を聞かなかったという意

味ですね。 

 

矢田松夫委員 あそこの場所の反対じゃなくて、出合地区から保育園がなくな

ることについては反対ということなんです。駅南に造ることについては

反対じゃないんですよ。 
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松尾数則委員 あそこからなくなるということに関してもそんなに反対意見は

出ていないと聞いていますけどね、僕は。 

 

山田伸幸副分科会長 先ほども言いましたけど、私はそこの地元の方、話聞い

たんですけど、なくなるという認識が非常に薄かった。逆に地元できち

んと説明してほしかったということは言われました。出合というのは非

常に中心部が形成しにくくて、小学校は高台にあって、公民館と保育所

が隣接しているあの地域が中心であろうと思うんですが、そこで子ども

の通園でもほぼ校区の中では真ん中になるんですよね、位置的に。そこ

でなくなるというのは今連れて行っているのはおじいちゃん、おばあち

ゃんなので、駅南に行くのは困るがという話はその場で聞いています。 

 

大井淳一朗委員 その一方で出合保育園が入所率が一番低いんですよね。しか

も入所者が出合の方がどれぐらいいるのかということを考えると、結構

小野田地区の方が出合や津布田に行っているということも聞きますし、

松尾委員をかばうわけではないんですけど、出合地区の方が保育園がな

くなることについてどれだけ危惧されているかというのは、確かに市民

懇談会が開催されて代表者が校区長ですから、それは重く受け止めなけ

ればいけないんですが、そうした地元理解というのがどこまでというの

をつかまなきゃいけないのかなとは思いますけどね。難しいですね。 

 

矢田松夫委員 場所とか周知方法に限って今議論が集中しているんだけど、例

えば津布田なんかも、直接津布田の人には声掛けたけど、参加者が少な

かったと。それで賛成なのかというわけにはいかんですよね。ほかの厚

狭地区にもそうですね。じゃなくて議会として民福もそうですけど、潰

すことによって、どのようなまちづくりが形成されるのか、その功罪っ

ていうのはあると思うんですよね。やっぱり一方の駅南は開発してでき

たからいいけど、なくなった地域の出合地区はどうするのかということ

も含めて、ただ右か左に園が移動するということだけで、議論していい

のかと、こうなってくることはやっぱり非常にまずいと、私はそう思っ

て、出合地区のまちづくりも議会として考えねばならないんじゃないか

ということで、聞いたか聞かんじゃなくて、これは非常に対象者につい

て難しいというのが、６年ぐらい我慢すればいいじゃないかと、卒業す

れば。あるいは今行っていても２年我慢すれば卒園するんだからと、こ
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ういう考えで余り関心がないんですよ。僕らも山田副会長と二人で津布

田の説明会に行ったけど、二人入れて４人やった。一人のおばさんは孫

が行っていると、もう一人は子どもが卒園者でもうサラリーマンになっ

た。関心がないんですよ、ほとんど。関心がないから賛成か反対かとい

う議論には僕はならないと思うんです、今回の問題は。出合地区のまち

づくりはだんだん寂れるということなんです。それともう一つは何回も

言うけど、駅南は同時進行しなくても、せめて保育園の後ろ姿が見える

ぐらいのまちづくりをスタートしてほしいというのが、欲しいんですね。

例えば県営住宅を建てるめどが付いたとか、コーポラティブの方式の住

宅の導入が目鼻が付いたとか、ちょっとでも形だけでも見えればいいん

だけど、全く見えないんです。 

 

大井淳一朗委員 矢田委員が言われるように、厚狭の駅南のまちづくりを考え

たときに、コーポラティブって私が産建にいたときから聞いているぐら

い何年も前の話なんで、それを考えると今言われている子育て世代に配

慮した公営住宅というのは本当に実現可能なのかということがあります

よね。園長会の会長もそのことと、今回の保育所再編がセットであれば、

分からないことはないがということだったので、その意味からするとと

いうのは分からないことはないんですが、その一方で待ったなしのとこ

ろもあるので、非常にどっちがいい、どっちが悪いのオールオアナッシ

ングではないなというのは思いますけどね。待ったなしというのは結局

老朽化ということよね。それとこれを言うとなかなか定員の合理化で、

特に日の出が限界来て、僕もお願いを聞くのは日の出なんですよ。日の

出行きたいけど入れない、じゃあ津布田、出合でいいかというと、仕事

の関係でそちらまで行くのはちょっとという人が多い、自己都合の待機

になっていると。私立が空いたからそっちに行ったということを結構聞

くので、日の出も合わせるとその辺の再編は全く悪いことではないと思

うんですけどね。議論しなくてはいけないところだと思います。 

 

松尾数則委員 もちろんいろんな意見があって、大事なことだとは思うんです

が、いろいろ話がありました。厚狭駅南口でそういった複合的なものを

造っていいのかと。都市計画がまだはっきりしていない段階でいいのか。

僕はもちろんいいと思っていますし、恐らくこの話が出てきたのは、産

建にいた頃、コーポラティブがどうもうまくいきそうにないんで、県営

の低層の住宅と保育所と。県にはそういった申請書を出したと聞いてい
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ます。そういうところから来ているんだと思いますけどね。公共施設の

再編というか、三つを一つにするという形のものは私は賛成しているん

です。そうしなきゃ生きていけないだろうと思いますし、反対するわけ

じゃないんですが、それが出合の人とか、津布田の人とかのことを考え

て、そのことをどのようにしていい方向に持っていくのかというのが大

きな問題だと思っています。福祉のため、例えば二人目からは保育料を

ただにするとか、そういった形のものに是非向けていったらと思ってい

るんです。 

 

大井淳一朗委員 津布田と出合は多少事情が違っているように見ています。津

布田は全てではないけど、厚陽でカバーするというのがありますよね、

厚陽は残りますので。そういったカバーがあるのに対して、出合はなく

なるということなんで、津布田もなくなりますけどね。カバーの範囲が

地図を見ると、思い切り距離が離れているわけではないんですけど、少

し事情は違うのかなとは思います。津布田は今借地なんですよね。です

から余りいい状況ではないというのが一つ挙げられるのと、人数が少な

いということもあって、厚陽でカバーしてもらうのがやむを得ないかな

と、少し残酷な言い方になりますけど、そういう思いはあります。 

 

吉永美子分科会長 ほかの事業等でもこの一般会計の平成３０年度の予算につ

いて、ほかのことでもいいんです。自由討議あれば是非言ってください。 

 

山田伸幸副分科会長 先日地元の方と話もしましたし、保育所の関係者とも話

をして、双方から納得を得ていないというのを私は思っているんですよ

ね。保育所の関係者も公営住宅ができて、それとの関係で保育所が必要

だからあそこにということで、了解を得たけれど、公営の住宅はできな

いのに保育所だけを持ってくるのはいかがなものかということをはっき

りと言われていました。このたび、出合の方とも話をしたときに、自分

のところからなくなっていくということを明確に自覚されていなかった

んですね。話を聞きに言ったときに、栗田が寂しいけど一応中心なのに

重要施設が一つなくなるのは、出合のまちづくりにとっても非常に痛手

になるということは言っていたんですね。今度懇談会でまた話を聞けば、

その辺りのことはもっと詳しく語られるかと思うんですけどね。 

 

松尾数則委員 出合はちょっと特殊という言い方もおかしいんですが、工業団
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地を抱えているんですよ。僕も職場が近くだったものですからよくめい

やおいを迎えに行きました。そういう事例が結構多いんだと思う。だか

ら移転するということはあんまり重きを置いていない人も結構いるので

はないかという気がしています。 

 

吉永美子分科会長 今回長時間にわたって審査しましたが、その中で皆さんが

感じたこと等あれば、是非言ってもらえればと思います。 

 

杉本保喜委員 一番心配なのは、課長はまた要望があれば説明に行きますと言

っているんだけど、それはもっと積極的に早めに回って、理解を得るよ

うにもう一回努力してもらいたいなと思うんですよね。今のままだと今

言われるように懇談会を開いてくれ、以前にも保育園の団体からも意見

が出て、余り理解はされていないというような環境の中でもう一度そう

いうところを行政で回ってもらって、理解する努力をしてもらう必要が

あるかなと思うんですよね。我々が幾ら会って話をしたって、我々の権

限は知れているから、行政が自分たちが計画してやることについて、理

解を求めるというのはやっぱり市民に対する大きなアクションの一つで

すから、その辺が望ましいと思うんですね。 

 

矢田松夫委員 今杉本委員の話を要約すると、取りあえず一歩立ち止まっても

う一回考えてみるということなんですかね。僕はそのほうが必要と思い

ますけど。駅南のまちづくり、出合地区のまちづくりも含めて、もう一

回再考するというふうに私は思うんですけど。 

 

杉本保喜委員 津布田にしろ出合にしろ、一つの公的な施設がなくなるという

ことは、ポイントをなくすことになるんですよね。新たに若い夫婦がそ

こに住みたいと思うときのバツ印の一つになっちゃうんですよね。そう

いうことを考えた場合に、地域のまちづくりというものについて、やっ

ぱりそれぞれがもっと真剣に考える必要があると思うんですよね。そう

いうことを考えたときに、今回の件はかなり重要度を占めるんで、だか

らこそ行政がもっともっと汗を流して説明をしていかないと、後々悔い

を残すことになると思いますね。 

 

山田伸幸副分科会長 以前私も産業建設にいたときに、出合地区の山野井公会

堂というところで地域公共交通について、デマンド交通の話合いをした
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ときに恨みのように言われていました。厚狭校区、自分のところのすぐ

隣までは来るけど、自分のところに来ない、今度はまた保育所は厚狭に

吸収されるみたいな思いを持っているんですよね。そういった面でいう

と、地域の方々の了解も得ずに議会が議決をするということはちょっと

いかがなものかなと。そういうことで今回緊急にこういう懇談会の申入

れもあったんではないかと思うんですよね。 

 

大井淳一朗委員 私もこの厚狭の駅南を候補地に挙げているということで、先

ほどから申していますように割と旧山陽地区では下津が充足率があると

いうのは駅に近いということで、利用者の面からいくと、エリア的には

適切なんです。ただ開発公社の土地を買ってまでやるのかという話にな

ると、ほかに適した土地があるんじゃないかなということで質問したら、

広さなんよね。４，０００は要るんじゃないかということなんですけど、

僕は矢田委員に聞きたいんだけど、公民館跡地とか萩原は４，０００あ

るんかね。（「全部足したら。厚狭の公民館は二千何ぼだからない」と

呼ぶ者あり）厚狭の公民館はちょっと狭いと。萩原はあるだろうね。 

 

矢田松夫委員 萩原は集約すれば空き地はたくさんあります。高台があるし、

水につかるということはないけど。萩原については建築住宅課が新しい

のは建てない、古いのは再生をしていないんですよね。だから本当は私

は出合地区の１４％が萩原団地だけど、あそこに建てれば土地もただだ

けど、やっぱり先ほど山田委員が言ったように栗田が出合地区の中心で

あれば、今の辺に山林を開発して自然があるところに建てるべきだと思

うんですね。 

 

大井淳一朗委員 確かに市の土地を活用ということを重視すれば、そのような

こともあるし、栗田ということであれば出合保育園の建て替えという話

になるでしょうけど、気になるのは仮に出合とか萩原に建てたとしても

そこに保護者が行くのかということを考えると、充足率が足らなかった

らかえってよくないというのは、そこが気になるんだけどね。何かいい

案があるやろうか。 

 

矢田松夫委員 あそこは６，６００平米ですよね。だけど４，０００ほど保育

園に使って、あと２，４００、そこに県営住宅を建てるわけでしょ。駐

車場も要るんですよ。杣尻の県営住宅ぐらいだったら足らないですよ。
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全く分からんのですよ。あの敷地の中にコーポラティブ建てるんかいね。

６，６００の中に。（「無理だと思います」と呼ぶ者あり）それならま

ちづくりできんでしょ。その全体像ができれば説明が納得行くというか

ね。まちづくりの一環としてあそこに保育所を建てるというんだから。

先に保育所建ててまちづくりするんじゃなくて私は同時計画だと、私は

宮本議員が一般質問したように。片方が全く姿形が見えないのに、なぜ

やるのかということを僕は言いたいです。 

 

大井淳一朗委員 駅南じゃ今の状況ではまずいということはよく分かったんで

すけど、萩原とか出合の保育園の建て替えということになると充足率か

らすると、危惧するところもあるんですけど、その辺は矢田委員として

はどう思われますか。 

 

矢田松夫委員 定員の問題は職員の定員適正化というんか、少なければ少ない

なりに適正化していくと、多いところに職員を持っていくと、これは要

員再配置計画の最たるものだからね。下津だって入り口も狭いし、まだ

建て替えるといっても跡地をどうするか、建物も一番新しいんですよ、

あの中で。二つを引っ付けて、やってくれというんじゃなくて、市民の

一番大きな声は日の出をどうにかしてくれというのが、市民の声を大事

にすべきだと思うんですね。充足の関係はそういうことです。 

 

山田伸幸副分科会長 充足に関係あるかどうか分からんけど、山野井工業団地

に通っている方が、出合保育所に大分入れているんですよね。だから地

元だけじゃなくて、地元に働きに来ている方も出合保育所だからという

ことで入れているんですね。民間保育園よりは公立というのがやっぱり

求められているんですよね。あれがなくなればもっと遠いところまで連

れて行かざるを得ない、もしくはもっと離れたところに行かざるを得な

くなるのかなと思いますけどね。 

 

矢田松夫委員 下津の状態を分かっていない方もいますが、出たり入ったりす

る時間があれば出合まで行けます。それから、送迎のとき離合ができな

いんですよ。駐車場がないから、出たり入ったり待たなければいけない。

非常に不便なんです。川を渡ってぐるっと一周回るというやり方なんで

すね。ただ、換気扇が回らないとか、雨漏りがするとかあるんですよね。 

 



 

94 

 

大井淳一朗委員 その意味からすると、下津の今の位置は、日の出と同じよう

に出入りの問題があるので、変えなければいけないんだけど、どこに変

えるかという話をしたときに、駅南では矢田委員が言われるようなこと

もあるし、出合とか萩原だと、今回想定している駅南は定員１４０を本

当に確保できるかというとちょっと難しいと思うし、片や定員に沿った、

例えば定員６０人の保育所に変えるのであれば、今度は待機が出てくる

と、また違う問題が出てくる。だから１４０という定員を作るのであれ

ば、それを充足するようなことも考えていかないと、ということはある

と思います。 

 

矢田松夫委員 駅南から移動することによって、民業圧迫だという民間の保育

協会からの意見については少しは緩和される。駅南についてはそういう

意見があったわけで、私たちにも話がなく、突然そういう再編計画を出

したと園長会の皆さんは言われた。それによって出合のほうに持ってい

くことによって、付近に民間を圧迫するんではないかと。本当は厚狭の

公民館が一番いいわけよね、市有地だから。図書館だったら、道を隔て

てすぐ隣に第二保育園があるとなると。そういうこともあるけど、少し

離れることによって民業圧迫が少し解消するということもあります。 

 

中村議会事務局長 議会の今までの流れというか、それも認識した上で議論す

る必要があるかなと思っているんですけど、この再編計画は継続事業で

す。だからこのたび初めて提案された新規事業ではありません。 

 

吉永美子分科会長 それは分かっています。 

 

中村議会事務局長 分かっていて議論されていればいいんですが、６月の定例

会の補正で、今のような議論があった末、賛成多数で議会としては可決

しているというところがありますので、その辺りの整合というか、その

辺りは頭に入れた上で議論してもらわないといけないのかなと思ってい

ます。 

 

吉永美子分科会長 今、局長が言われましたように、８０ページで、平成２９

年のときに設計委託料、基本設計の３０５万７，０００円と上がってい

ます。それを可決しているわけですよ。ただ、今の段階になって、出合

のこととか、新たな心配事が出てきたという認識を皆さん持たれている
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ということでよろしいですか。 

 

山田伸幸副分科会長 今、事務局長から話があったんですが、まだ土地の購入

にも至っていないし、基本設計、これは前渡し金みたいな形で渡してい

る状況の中で、まだ自由度があるのかなと思います。今だったら、修正

をするとかという形でも間に合うんではないかと。そんなに急ぐ事業で

もないと分かってきたんじゃないかと思うんですけどね。 

 

大井淳一朗委員 厚狭駅南のまちづくりと連動しているじゃないかという指摘

があったんですが、仮に子育て世代に配慮した公営住宅の話が進めば、

保育所もこの位置でもいいという考えが、矢田委員や山田委員にありま

すか。 

 

矢田松夫委員 県営住宅ができるというのは、全くないですね。局長の意見に

ついても心配しました。一旦この中で可決したのに今更というのはあり

ます。しかし、あの後、駅南のまちづくりについて全く進展していない

と。基本的にはあそこに持ってきたのは、厚狭駅南のまちづくりとセッ

トでこの話が出てきたんですよね。何回も言うように、片方は全然行っ

てないんです、６月以降。ではこちらも修正するしかないんじゃないか

と、めどが立たないのに。 

 

山田伸幸副分科会長 私も県の関係で聞いたんですが、県営住宅を新たに建て

るということは全く考えていない。廃止はあるかもしれないという話だ

ったんです。県がわざわざ巨額の金を使って、今使っているどこかの県

営住宅を潰して、こちらに持ってくるという話はあり得る話ではないね

と聞いています。 

 

大井淳一朗委員 県営住宅というものは政治的な動きがあったやに聞きますし、

県営住宅のパイがあって、例えば県営住宅を造るにはほかの県営住宅を

なくさないといけないところもあるので、そういう意味からすると進ま

ないんですが、子育て世代に配慮した公営住宅という言い方が、よく分

からないなというところもあります。つまり、子育て世代がそこに居住

すれば仮に保育所がその辺に建っても、周りの民間の保育園には迷惑を

掛けないのかなという意味で言っているのかもしれないけど、どこまで

信ぴょう性があるのかというのは、その点では同意見です。よく分から
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ないところがありますね。 

 

吉永美子分科会長 松尾委員、産建のときに出ていたというのは、主導として

市が県に造ってもらうんだと、そういうことだったんですか。 

 

松尾数則委員 県には、そういうプランを出さないと動いてくれないよという

話で、山陽小野田市としてプランを出したということだと思います。今

言われたように県営住宅は難しいと思います。最近は民間の力を利用し

てという形で言っていますので、まるっきりまちづくりを無視してやっ

ているということではないと考えています。場所としては駅前の近くで

いいと思っています。 

 

大井淳一朗委員 鶏と卵の世界かもしれませんね、どっちが先かということで。

保育所が呼び水になる可能性もありますね。ただ、仮定の話をしてはい

けないので、失敗してはいけないので。過去の経緯から駅南のまちづく

りが進んでこなかったという、あれだけの新幹線の請願駅でできたにも

かかわらず、駅南が発展しないというのは、土地が高いからかな。水害

だけじゃないよね。難しい面がありますね。 

 

山田伸幸副分科会長 よそで成功した例というのは、民間の大きなマンション

の中に入ったというのはあるんですよ。だけど、そういう大きなマンシ

ョンが来る可能性はどうなんですかね。 

 

吉永美子分科会長 分科会としての意見のまとめは難しいかな。みんながここ

に造るべきではないということになれば、ここではあれなんじゃないで

すか、土地購入を今ストップ掛けるべきでしょとかいう意見が出るけど、

そこまでには行ってないように思うんですよね。ですから、分科会とし

てもまとめがなかなか難しいなと思います。みんなの意見がまとまると

ころまでには行かない気が。 

 

矢田松夫委員 議論するに当たって、市民あるいは利用者がどのような考えに

あるのかというものをまず、議員の考えは今言われたけど、利用者とか

市民がどういう考えなのかをまず視点に置かないといけないと思います。

そこが大事だと思います。場所も確かに駅南はいいところなんですよ。

だけど、一方で廃園になった地域はどうでもいいのかと、それも市民と
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か利用者、地域のことも考えてあげないといけないところが、私はそこ

だろうと思います。まず、廃園になる津布田とか出合の人がどのような

今後の生活、特に前市長は埴生に随分力を入れられました。なぜかとい

うと、中心部から離れているから。病院もない、何もない、あれもない

から、ああいう形になったと思うんですね。そこを第一義的に考えない

といけないと思うんですね。駅南は安くすれば幾らでもまちができると

思うんですよ。でも出合はなくなったらまちはできないと、常識的な範

囲で考えないといけないと思うんです。 

 

山田伸幸副分科会長 この間、地元の方と話をして、一番恐れていたのが、保

育所がなくなることによって、今度は学校の統廃合になりはしないかと

いうことも合わせて心配されていた。出合小学校も非常に少なくなって

きていますので、そういう対象にされはしないかという危惧を持ってお

られた。そういった意味でいうと、今まで漠然としていたものがかなり

今度の予算化ということで、はっきりしてきたと思うんです。 

 

恒松恵子委員 厚狭南部の新しい団地というか、新築の家が一杯建っていると

ころは、子育て世代のみんなが期待して建てた方も何人かおられると聞

いているので、ここに保育園が必要かどうか悩ましいところだと思いま

す。 

 

吉永美子分科会長 厚狭地域は人口が増えているんですよね。 

 

矢田松夫委員 北側は１年で３０件、南は寝太郎の神社のところに建っていま

すけど、ほとんどアパートですよね。それから津布田は一時小学校の廃

校について反対があったです、宮の台という団地ができて。しかし、宮

の台の団地の方が卒業されたら、反対がなくなった。ですから、駅南も

恐らく子育て世代で、あそこに保育園を造るでしょ。しかし、子育て世

代が済んだらどうなのか、あのまちはどうなのか、それ以上に出合の人

は先に廃園になったらどうなのか、そっちを先に考えるのが大事じゃな

いかと思います。 

 

大井淳一朗委員 非常に難しい話ですけど、跡地利用のイメージがない限り難

しいとよく聞きますね。埴生は不完全ですけど、小学校跡地について方

針を示されて、耐力度テストをクリアしたこともあって、体育館をコミ
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ュニティ体育館として残したということもあったんだけど、今回、出合

をはじめ、跡地活用というのは不透明、イメージがないという答弁だっ

たんで、そういう面が出合校区の人の不安感はあるのかもしれないです

ね。それはここのエリアだけに限りませんが、跡地利用というのは難し

い問題ではありますけど、一定の指針は示していかないとそういう説明

できないでしょうね。 

 

吉永美子分科会長 このたび所管事務調査をしたところで、委員長報告した中

に跡地利用の計画については早期に作ってもらいたいということを委員

会としても要望をしていくという報告をしたとおり、大井委員が言われ

たとおりで、跡地がどうなるのかということが特に地域の方は心配され

るのは当然ですね。隣が空き家になる、空き家が今千何百件でしたか、

ありますよね。隣が空き家と考えたときには、高齢者の一人暮らしとか

多いわけですから、いい気分はしないだろうなと想像に難くないわけで、

ましてや大きな公共施設が真っ暗になると、本当に地域の方がどんな思

いをされるかなと思いますね。次は、何年後かにはこういうものができ

るんだと、こういうふうに利用されるんだと分かっていれば、頑張れる

かなと思うし、言われるとおりだと思います。そういう意味では担当委

員会としてもきちんとやっぱり跡地利用の計画については提言をしてい

かないといけないなと思います、保育所だけのことではなくて、担当委

員会が関係するものについては。それでは、自由討議は出尽くしたとい

うことで、終了します。一般会計予算決算常任委員会の民生福祉分科会

を閉会します。 

 

午後４時２４分 散会 

 

 

平成３０年３月１９日 

 

一般会計予算決算常任委員会民生福祉分科会長 吉 永 美 子 


